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平
成
26
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
、

医
業
継
続
に
係
る
相
続
税
・
贈
与
税
の
納
税
猶

予
制
度
は
、
平
成
18
年
の
医
療
法
改
正
を
根
拠

と
す
る
出
資
持
分
の
定
め
の
あ
る
社
団
医
療
法

人（
以
下
、「
持
分
あ
り
医
療
法
人
」と
い
う
。
）

が
出
資
持
分
の
定
め
の
な
い
社
団
医
療
法
人

（
以
下
、「
持
分
な
し
医
療
法
人
」と
い
う
。
）に

移
行
す
る
前
に
相
続
が
発
生
し
た
場
合
に
生
ず

る
相
続
税
と
、
出
資
持
分
を
放
棄
し
た
時
に
生

ず
る
贈
与
税
に
つ
い
て
の
優
遇
税
制
で
あ
り
、

平
成
26
年
10
月
1
日
よ
り
開
始
さ
れ
る
医
療
法

の
認
定
制
度
の
施
行
と
と
も
に
開
始
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

Ⅰ
．	出
資
持
分
に
係
る

相
続
税
及
び
贈
与
税

（1）
出
資
持
分
と
相
続
税
・
贈
与
税

①
出
資
持
分
と
は

出
資
持
分
と
は
、
株
式
会
社
に
お
け
る
株
式

と
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
医
療
法
人
を
設
立
す
る

際
に
出
資
し
た
金
額
に
相
当
す
る
部
分
で
あ
る
。

株
式
に
は
そ
の
時
に
応
じ
た
価
値（
株
価
）が
あ

る
よ
う
に
、
出
資
持
分
に
も
そ
の
時
に
応
じ
た

価
値
が
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
出
資
持
分
と

は
法
人
設
立
に
あ
た
っ
て
出
資
し
た
金
額
そ
の

も
の
で
は
な
く
、
出
資
時
か
ら
蓄
積
し
た
利
益

が
生
じ
て
い
れ
ば
、
そ
の
利
益
部
分
が
出
資
持

分
の
価
値
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

②
出
資
持
分
と
相
続
税
・
贈
与
税
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る
こ
と
に
な
る
。
出
資
持
分
は
承
継
後
も
存
続

し
、
次
の
代
、
ま
た
そ
の
次
の
代
と
承
継
が
重

な
る
た
び
に
、
何
度
も
相
続
税
・
贈
与
税
が
課

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
持
分
あ
り
医
療
法
人
か
ら
持
分
な

し
医
療
法
人
へ
組
織
変
更
を
行
い
、
相
続
税
・

贈
与
税
の
課
税
を
代
々
受
け
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
を
選
択
す
る
ケ
ー
ス
も
散
見
さ
れ
る
。

し
か
し
、
持
分
あ
り
医
療
法
人
が
持
分
な
し

医
療
法
人
に
移
行
す
る
場
合
、
出
資
者
全
員
が

出
資
持
分
を
放
棄
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
一

定
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
に
は
、
医
療
法

人
を
個
人
と
み
な
し
て
贈
与
税
が
医
療
法
人
に

対
し
て
課
さ
れ
る（
相
続
税
法
第
66
条
第
4
項
）。

一
定
の
要
件
と
は
、
出
資
持
分
の
放
棄
に
よ

り
放
棄
を
し
た
出
資
者
や
そ
の
親
族
等
の
相
続

税
又
は
贈
与
税
の
負
担
が
不
当
に
減
少
す
る
結

果
と
な
ら
な
い
こ
と
を
い
い
、具
体
的
に
は
持
分

放
棄
を
受
け
る
そ
の
医
療
法
人
が
、
①
適
正
な

運
営
組
織
で
あ
り
、
理
事
等
の
親
族
割
合
が
3

分
の
1
以
下
で
あ
る
こ
と
、
②
理
事
等
に
特
別

の
利
益
供
与
が
な
い
こ
と
、
③
残
余
財
産
が
国

等
に
帰
属
す
る
こ
と
、
④
法
令
違
反
等
公
益
に

反
す
る
事
実
が
な
い
こ
と
を
充
足
す
る
必
要
が

あ
る（
相
続
税
法
施
行
令
第
33
条
第
3
項
各
号
）。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
①
の「
適
正
な

運
営
組
織
」で
あ
る
。
医
療
法
人
が「
適
正
な
運

営
組
織
」で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、

特
定
医
療
法
人
や
社
会
医
療
法
人
の
よ
う
な
厳

し
い
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

医
療
法
人
と
財
団
医
療
法
人
の
2
つ
が
あ
る
。

財
団
医
療
法
人
は
設
立
者
が
金
銭
等
を
拠
出

（
寄
附
）す
る
こ
と
に
よ
っ
て
設
立
す
る
た
め
、

出
資
持
分
と
い
う
概
念
が
な
い
が
、
社
団
医
療

法
人
は
設
立
者
が
金
銭
等
の
出
資
に
よ
っ
て
設

立
す
る
た
め
各
設
立
者
に
出
資
持
分
が
存
在
す

る
。
設
立
者
の
出
資
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
社
団

医
療
法
人
を
持
分
あ
り
医
療
法
人
と
い
う
。

一
方
、
持
分
な
し
医
療
法
人
と
は
、
社
団
医

療
法
人
の
う
ち
、
財
団
医
療
法
人
と
同
じ
く
設

立
者
が
拠
出（
寄
附
等
）に
よ
り
設
立
さ
れ
た
医

療
法
人
を
い
う
。

平
成
18
年
の
医
療
法
改
正
に
よ
り
、
平
成
19

年
4
月
1
日
以
後
に
設
立
さ
れ
る
社
団
医
療
法

人
は
持
分
な
し
医
療
法
人
が
原
則
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
で
現
存
す
る
持
分
あ
り
医
療
法
人
は
、

経
過
措
置
と
し
て
当
分
の
間
そ
の
存
続
が
認
め

ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
は
持
分
な
し
医
療
法
人
に

移
行
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ⅱ
．承
継
と
税
制

持
分
あ
り
医
療
法
人
は
、
医
療
法
に
よ
り
出

資
者
に
対
す
る
剰
余
金
の
配
当
が
禁
じ
ら
れ
て

い
る
た
め
、
医
療
法
人
内
部
に
多
額
の
利
益
が

蓄
積
さ
れ
、
出
資
持
分
の
価
値
が
高
額
に
な
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
医
療
法
人
の
理

事
長
が
後
継
者
に
出
資
持
分
を
承
継
さ
せ
る
時

に
は
、
莫
大
な
相
続
税
・
贈
与
税
が
課
せ
ら
れ

医
業
の
次
世
代
へ
の
承
継
を
目
的
と
し
て
出

資
持
分
が
生
前
相
続
や
贈
与
に
よ
り
後
継
者
に

移
転
す
る
場
合
に
は
、
通
常
、
相
続
税
や
贈
与

税
が
課
せ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
出
資
者
が
死
亡

し
た
場
合
に
は
相
続
人
に
対
し
出
資
持
分
に
応

じ
た
相
続
税
が
課
さ
れ
、
出
資
者
が
生
前
に
出

資
持
分
を
後
継
者
等
に
贈
与
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
後
継
者
等
に
対
し
贈
与
税
が
課
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
株
式
の
相
続
及
び
生
前
贈
与
と
同
様

で
あ
る
。

一
方
で
、
出
資
持
分
の
払
戻
し
を
受
け
た
り
、

出
資
持
分
を
放
棄
し
た
場
合
も
贈
与
税
の
課
税

対
象
と
な
る
。
例
え
ば
、
相
続
に
よ
り
出
資
持

分
を
取
得
し
た
相
続
人
が
、
出
資
持
分
の
時
価

に
相
当
す
る
金
額
以
下
の
払
戻
し
を
受
け
て
退

社
し
た
り
、
定
款
を
変
更
す
る
こ
と
で
出
資
者

全
員
が
出
資
持
分
の
放
棄
を
し
た
場
合
で
あ
る
。

前
段
の
場
合
、
こ
の
相
続
人
の
他
に
出
資
者
が

い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
相
続
人
以
外
の
他
の
出

資
者
に
対
し
て
そ
の
相
続
人
が
払
戻
し
を
受
け

な
か
っ
た
部
分
に
係
る
価
値
移
転
が
起
こ
っ
た

と
認
定
さ
れ
、
そ
の
価
値
移
転
の
部
分（
経
済

的
利
益
部
分
）に
対
し
て
、
贈
与
税
が
課
税
さ

れ
る（
図
1
参
照
）。
ま
た
、
後
段
の
場
合
に
は
、

一
定
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
に
は
、
医
療

法
人
側
に
贈
与
税
が
課
税
さ
れ
る
仕
組
み
と
な

っ
て
い
る（
下
記
Ⅱ
参
照
）。

（2）
持
分
あ
り
医
療
法
人
と
持
分
な
し
医
療
法
人

そ
も
そ
も
医
療
法
人
の
設
立
形
態
は
、
社
団
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持
分
あ
り
医
療
法
人
が
、
特
定
医
療
法
人
の
承

認
が
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
中
に
出
資
者
の
一
人

に
相
続
が
発
生
し
た
場
合

：
改�

正
前
で
は
相
続
人
に
相
続
税
が
課
税
さ

れ
る

⇒

改
正
後
は
相
続
税
の
納
税
が
猶
予
さ
れ
る

［C
ase 2

］

　
持
分
あ
り
医
療
法
人
が
出
資
持
分
の
放
棄
を

計
画
し
て
い
る
ケ
ー
ス

認
定
医
療
法
人（
下
記
③
（a）
参
照
）と
な
っ
た

持
分
あ
り
医
療
法
人
が
、
出
資
持
分
放
棄
の
た

め
の
定
款
変
更
の
手
続
き
中
や
、
社
員
総
会
で

決
議
さ
れ
る
前
に
、
出
資
者
の
一
人
に
相
続
が

発
生
し
た
場
合

：
改�

正
前
で
は
相
続
人
に
相
続
税
が
課
税
さ

れ
る

⇒

改
正
後
は
相
続
税
の
納
税
が
猶
予
さ
れ
る

②
納
税
猶
予
額
及
び
猶
予
期
間

（1）
相
続
税
の
納
税
猶
予
制
度

①
制
度
の
内
容

平
成
26
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
新
た
に
設

け
ら
れ
た
本
制
度
は
、
持
分
あ
り
医
療
法
人
が

持
分
な
し
医
療
法
人
に
移
行
す
る
途
上
に
お
い

て
出
資
者
の
1
人
に
相
続
が
発
生
し
た
場
合
に
、

相
続
人
に
対
す
る
相
続
税
の
納
税
を
、
提
供
し

た
担
保
相
当
額
を
限
度
と
し
て
猶
予
又
は
免
除

す
る
、
と
い
う
制
度
で
あ
る（
図
1
参
照
）。

持
分
な
し
医
療
法
人
に
移
行
し
た
後
は
相
続

税
が
発
生
し
な
い
が
、
持
分
な
し
医
療
法
人
の

移
行
途
中
で
は
出
資
持
分
が
ま
だ
存
在
し
て
い

る
た
め
、
万
が
一
相
続
が
発
生
し
た
場
合
に
は

相
続
税
が
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
そ

の
救
済
措
置
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

［C
ase 1

］

　
持
分
あ
り
医
療
法
人
か
ら
特
定
医
療
法
人
へ

の
移
行
を
計
画
し
て
い
る
ケ
ー
ス

認
定
医
療
法
人（
下
記
③
（a）
参
照
）と
な
っ
た

こ
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
は
一
般
的
に
厳
し
く
、

移
行
を
し
よ
う
と
す
る
医
療
法
人
は
、
贈
与
税

を
払
っ
て
で
も
移
行
を
す
る
と
い
う
選
択
を
せ

ざ
る
を
得
な
い
た
め
、
現
在
、
持
分
な
し
医
療

法
人
へ
の
移
行
は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な
い
も

の
と
考
え
ら
れ
る（
図
2
参
照
）。

Ⅲ
．平
成
26
年
度
税
制
改
正

こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
、
平
成
26
年
度
は
、

持
分
あ
り
医
療
法
人
か
ら
持
分
な
し
医
療
法
人

へ
の
移
行
を
推
進
し
、
移
行
時
の
課
税
上
の
負

担
を
減
ら
す
た
め
、
一
定
の
場
合
に
は
相
続
税

又
は
贈
与
税
の
納
税
を
猶
予
・
免
除
す
る
と
い

う
改
正
が
行
わ
れ
た
。

以
下
、
こ
の
医
業
継
続
に
係
る
相
続
税
・
贈

与
税
の
納
税
猶
予
制
度
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
の
か
解
説
す
る
。

●相続税の納税猶予制度

図1

●贈与税の納税猶予制度

出
資
者

出
資
者

死亡

改正前 改正後

改正後

改正後

改正前 改正後

相続人 相続人

出資持分に
係る相続税
支払

経済的利益に
係る贈与税
支払

出資持分に
係る相続税
納税猶予

相続人

猶予税額
免除

猶予税額
免除

相続人が
全ての

持分を放棄

移行期間認定医療法人

認定医療法人

持分の定めのない
医療法人

移行期間 持分の定めのない
医療法人

持分の定めのある
医療法人

持分の定めのある
医療法人

死亡

当該他の
出資者が全ての
持分を放棄

経済的利益に
係る贈与税
納税猶予

他の出資者他の出資者

みなし贈与

出資者 出資者

持分　放棄

他の出資者

みなし贈与

持分　放棄
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●相続税の納税猶予制度

図1

●贈与税の納税猶予制度

出
資
者

出
資
者

死亡

改正前 改正後

改正後

改正後

改正前 改正後

相続人 相続人

出資持分に
係る相続税
支払

経済的利益に
係る贈与税
支払

出資持分に
係る相続税
納税猶予

相続人

猶予税額
免除

猶予税額
免除

相続人が
全ての
持分を放棄

移行期間認定医療法人

認定医療法人

持分の定めのない
医療法人

移行期間 持分の定めのない
医療法人

持分の定めのある
医療法人

持分の定めのある
医療法人

死亡

当該他の
出資者が全ての
持分を放棄

経済的利益に
係る贈与税
納税猶予

他の出資者他の出資者

みなし贈与

出資者 出資者

持分　放棄

他の出資者

みなし贈与

持分　放棄

図2　持分あり医療法人から持分なし医療法人への移行状況

（出典：厚生労働省「第37回社会保障審議会医療部会資料」より抜粋）

H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度

18法人 27法人 31法人 49法人 49法人 50法人
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（2）
贈
与
税
の
納
税
猶
予
制
度

①
制
度
の
内
容

平
成
26
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
新
た
に
設

け
ら
れ
た
本
制
度
は
、
持
分
あ
り
医
療
法
人
の

出
資
持
分
の
全
て
又
は
一
部
を
、
出
資
者
の
一

人
が
放
棄
し
た
場
合
に
、
放
棄
し
た
出
資
者
以

外
の
個
人
が
課
税
さ
れ
る
贈
与
税（
価
値
移
転

分
に
対
す
る
課
税
）の
納
税
を
、
提
供
し
た
担

保
相
当
額
を
限
度
と
し
て
猶
予
又
は
免
除
す
る
、

と
い
う
制
度
で
あ
る（
図
1
参
照
）。

［C
ase 3

］

　
持
分
あ
り
医
療
法
人
か
ら
特
定
医
療
法
人
へ

の
移
行
を
計
画
し
て
い
る
ケ
ー
ス

C
ase�1

と
同
様
、
認
定
医
療
法
人（
上
記
（1）

③
（a）
参
照
）と
な
っ
た
持
分
あ
り
医
療
法
人
が
、

特
定
医
療
法
人
の
承
認
が
さ
れ
る
ま
で
の
期
間

中
に
出
資
者
の
一
人
に
相
続
が
発
生
し
、
出
資

持
分
を
取
得
し
た
相
続
人
が
こ
の
出
資
持
分
を

放
棄
し
た
場
合

：
改�

正
前
で
は
出
資
持
分
を
放
棄
し
た
人
以

外
の
出
資
者
に
贈
与
税
が
課
税
さ
れ
る

⇒

改
正
後
は
贈
与
税
の
納
税
が
猶
予
さ
れ
る

［C
ase 4

］

　
持
分
あ
り
医
療
法
人
が
出
資
持
分
の
放
棄
を

計
画
し
て
い
る
ケ
ー
ス

認
定
医
療
法
人（
上
記
（1）
③
（a）
参
照
）と
な
っ

た
持
分
あ
り
医
療
法
人
が
、
計
画
通
り
出
資
持

分
の
放
棄
を
行
い
、
持
分
な
し
医
療
法
人
に
移

（b）�

相
続
税
の
申
告
期
限
ま
で
に
担
保（
※
）を
提
供

し
、
こ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
旨
を
記
載
し

た
相
続
税
申
告
書
を
提
出
す
る
。

（
※
）出�

資
持
分
の
全
て
を
担
保
と
し
て
提
供
す

る
こ
と
も
可
能

④
免
除
の
条
件

厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
た「
移
行
計

画
」の
期
間
満
了
ま
で
、
出
資
持
分
の
放
棄
を

完
了
す
る
こ
と（
出
資
持
分
の
放
棄
が
完
了
し

た
時
点
で
猶
予
税
額
が
免
除
さ
れ
る
）。

⑤
納
税
猶
予
打
ち
切
り
の
場
合

厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
た「
移
行
計

画
」の
期
間
満
了
ま
で
に

・
持�

分
な
し
医
療
法
人
に
移
行
し
な
か
っ
た

場
合

・
認�

定
医
療
法
人
の
取
消
し（
※
）
を
さ
れ
た
場

合　

等

に
は
、
猶
予
税
額
と
猶
予
期
間
に
係
る
利
子

税
を
納
付
す
る
。

（
※
）認�

定
医
療
法
人
の
取
消
し
の
要
件
は
、
移

行
の
取
組
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
と
い
う

の
が
例
示
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
要

件
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
さ
れ
て

い
る
た
め
未
定
で
あ
る
。
ま
た
、
認
定
医

療
法
人
の
取
消
し
が
あ
っ
た
場
合
、
再
度

認
定
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。

納
税
猶
予
額
：
出�

資
持
分
に
対
応
す
る
相
続

税
額

猶
予
期
間
：「
移�

行
計
画
」（※
）の
期
間
満
了
ま
で

（
※
）「
移
行
計
画
」と
は
、
持
分
あ
り
医
療
法
人

が
作
成
し
た
、
持
分
な
し
医
療
法
人
へ
の

移
行
に
関
す
る
計
画
の
こ
と
を
い
う
。

③
納
税
猶
予
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
下

記
の
手
順
を
踏
む
必
要
が
あ
る
。

（a）
認
定
医
療
法
人
と
な
る

持
分
あ
り
医
療
法
人
が
、
持
分
な
し
医
療
法

人（
特
定
医
療
法
人
・
社
会
医
療
法
人
・
基
金

拠
出
医
療
法
人
）へ
移
行
す
る「
移
行
計
画
」

を
作
成
し
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
て
認

定
を
受
け
る
。

認
定
基
準
は
、「
移
行
計
画
」が
社
員
総
会
で

議
決
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
移
行
す
る
こ
と
が
有

効
か
つ
適
切
で
あ
る
こ
と
、「
移
行
計
画
」に
記

載
さ
れ
た
移
行
期
限
が
3
年
以
内
で
あ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る（
良
質
な
医
療
を
提
供
す
る
体

制
の
確
立
を
図
る
た
め
の
医
療
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律（
案
）（
以
下「
医
療
法
改
正
案
」

と
い
う
。
）よ
り
）。

認
定
基
準
が
、「
有
効
か
つ
適
切
で
あ
る
こ

と
」と
い
う
曖
昧
な
表
現
で
あ
る
た
め
、
今
後

政
令
等
で
明
ら
か
な
基
準
が
で
き
る
の
か
、
曖

昧
な
ま
ま
厚
生
労
働
省
と
の
折
衝
に
よ
り
認
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
は
、
現
時
点
で
は
不

明
で
あ
る
。
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で
は
な
く
、
出
資
持
分
の
放
棄
が
前
提
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
納
税
猶
予
制
度
の
適
用
が
受
け
ら
れ
る

認
定
医
療
法
人
と
な
っ
て
か
ら
移
行
期
限
ま
で

最
長
3
年（
認
定
を
受
け
ら
れ
る
期
間
が
当
該

改
正
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
3
年
以
内
で
あ
る
か

ら
、
合
わ
せ
た
期
間
は
最
長
6
年
）の
間
に
相

続
が
発
生
し
た
場
合
の
制
度
で
あ
る
た
め
、
期

間
が
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
上
記

Ⅰ
（1）
②
及
び
Ⅱ
で
論
じ
た
持
分
あ
り
医
療
法
人

か
ら
持
分
な
し
医
療
法
人
へ
の
移
行
時
に
、
出

資
者
の
全
員
が
出
資
持
分
の
放
棄
を
し
た
場
合

の
医
療
法
人
へ
の
贈
与
税
課
税
が
本
制
度
に
よ

り
納
税
猶
予
・
免
除
と
な
る
わ
け
で
は
な
く
、

贈
与
税
課
税
が
さ
れ
な
い
一
定
の
要
件
も
緩
和

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
制
度
を
活
用
す
る

医
療
法
人
は
限
定
さ
れ
、
さ
ほ
ど
に
多
く
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
厚
生
労
働

省
が
試
算
し
た
こ
の
制
度
の
施
行
に
よ
る
税
収

の
減
収
見
込
額
が
1
7
4
百
万
円
と
極
め
て
少

額
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

現
在
、
審
議
中
の
医
療
法
改
正
案
の
附
則
に

お
い
て
、
政
府
は
持
分
あ
り
医
療
法
人
か
ら
持

分
な
し
医
療
法
人
へ
の
移
行
を
促
進
さ
れ
る
よ

う
な
施
策
の
推
進
に
努
め
る
も
の
と
す
る
、
と

い
う
表
現
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
今
後
さ
ら

に
持
分
あ
り
医
療
法
人
か
ら
持
分
な
し
医
療
法

人
へ
の
移
行
を
進
め
る
よ
う
な
税
制
上
の
政
策

が
と
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

・
持�

分
な
し
医
療
法
人
に
移
行
し
な
か
っ
た

場
合

・
認�

定
医
療
法
人
の
取
消
し
を
さ
れ
た
場
合
等

に
は
、
猶
予
税
額
と
猶
予
期
間
に
係
る
利
子

税
を
納
付
す
る
。

（3）
結
論

平
成
26
年
度
税
制
改
正
で
の
医
療
法
人
に
関

す
る
納
税
猶
予
制
度
は
、
本
稿
執
筆
中
の
平
成

26
年
3
月
10
日
時
点
で
は
、
ま
だ
政
令
や
省
令

が
で
て
い
な
い
た
め
詳
細
が
不
明
な
と
こ
ろ
が

多
い
。

今
回
の
医
療
法
改
正
案
で
は
、
認
定
さ
れ
た

「
移
行
計
画
」が
な
く
、
改
正
医
療
法
に
規
定
す

る
厚
生
労
働
省
の
認
定
も
受
け
て
な
い
医
療
法

人
で
は
、
こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

従
来
か
ら
中
小
企
業
の
オ
ー
ナ
ー
が
後
継
者

に
株
式
を
承
継
さ
せ
る
時
に
、
そ
の
承
継
を
ス

ム
ー
ズ
に
す
る
目
的
で
課
税
を
猶
予
す
る
と
い

う
制
度（
中
小
企
業
の
事
業
承
継
税
制
）は
あ
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
医
療
法
人
の
出
資
持
分
は

株
式
で
は
な
く
、
医
療
法
改
正
に
よ
り
持
分
な

し
医
療
法
人
が
原
則
と
さ
れ
た
た
め
、
医
療
法

人
は
こ
の
中
小
企
業
の
事
業
承
継
税
制
の
対
象

外
で
あ
っ
た
。
今
回
の
税
制
改
正
で
新
た
に
創

設
さ
れ
た
納
税
猶
予
制
度
は
、
中
小
企
業
の
事

業
承
継
税
制
の
よ
う
に
後
継
者
に
出
資
持
分
を

承
継
す
る
こ
と
に
よ
る
納
税
額
が
猶
予
さ
れ
る

わ
け
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
出
資
持
分
の
承
継

行
し
た（
贈
与
税
課
税
が
さ
れ
な
い
た
め
の
一

定
の
要
件
は
満
た
し
て
い
な
い
）場
合

：
改�

正
前
で
は
医
療
法
人
に
贈
与
税
が
課
税

さ
れ
る

⇒

改�

正
後
で
も
医
療
法
人
に
贈
与
税
が
課
税

さ
れ
る

②
納
税
猶
予
額
及
び
猶
予
期
間

納
税
猶
予
額
：�
出
資
持
分
の
放
棄
に
よ
り
起

こ
る
価
値
移
転
分
の
贈
与
税

額

猶
予
期
間
：「
移
行
計
画
」の
期
間
満
了
ま
で

③
納
税
猶
予
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

（a）
認
定
医
療
法
人
と
な
る
。

相
続
税
の
納
税
猶
予
と
同
様
、
厚
生
労
働
大

臣
の
認
定
受
け
認
定
医
療
法
人
と
な
る
。

（b）�
贈
与
税
の
申
告
期
限
ま
で
に
担
保
を
提
供
し
、

こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
る
旨
を
記
載
し
た

贈
与
税
申
告
書
を
提
出
す
る
。

④
免
除
の
条
件

厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
た「
移
行
計

画
」の
期
間
満
了
ま
で
、
出
資
持
分
の
放
棄
を

完
了
す
る
こ
と（
出
資
持
分
の
放
棄
が
完
了
し

た
時
点
で
猶
予
税
額
が
免
除
さ
れ
る
）。

⑤
納
税
猶
予
打
ち
切
り
の
場
合

相
続
税
の
納
税
猶
予
制
度
の
場
合
と
同
様
、

認
定
を
受
け
た「
移
行
計
画
」の
期
間
満
了
ま
で
に
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あ
る（
写
真
1
）。
斑
鳩
に
は
法
隆
寺
、
法
起
寺

お
よ
び
法
輪
寺
の
三
塔
が
あ
り
、
そ
の
遠
望
は

い
ず
れ
も
絵
に
な
る
光
景
だ（
写
真
2
〜
4
）。

残
念
な
こ
と
に
、
法
輪
寺
の
塔
は
1
9
4
4
年

落
雷
で
焼
失
し
、
1
9
7
5
年
作
家
幸
田
文
氏

ら
の
支
援
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
も
の
で
、
世

界
遺
産
に
は
登
録
さ
れ
て
い
な
い
。
近
年
、
年

末
に
な
る
と
県
道
奈
良
・
大
和
郡
山
・
斑
鳩
線

の
沿
道
に
大
き
な
レ
ン
ズ
を
付
け
た
カ
メ
ラ
の

放
列
が
見
ら
れ
、
異
様
な
雰
囲
気
と
な
る
。
法

隆
寺
五
重
塔
の
後
に
落
ち
る
夕
陽
を
撮
る
た
め

で
あ
る（
写
真
1
、
5
）。

父
の
病
気
の
た
め
、
当
時
在
籍
し
て
い
た
母

校
の
大
学
研
究
室
を
辞
し
、
歯
科
医
院
の
跡
継

ぎ
で
開
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
ま
も
な
く

奈
良
県
歯
科
医
師
会
の
保
険
部
委
員
と
奈
良
県

診
療
報
酬
支
払
基
金
の
審
査
委
員
を
仰
せ
つ
か

り
、
奈
良
市
に
あ
る
会
事
務
所
や
基
金
事
務
所

と
葛
城
市（
当
時
當
麻
町
）の
自
宅
間
を
月
2
〜

3
回
往
復
す
る
生
活
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
経
路

が
県
道
奈
良
・
大
和
郡
山
・
斑
鳩
線
で
あ
り
、

斑
鳩
の
里
だ
っ
た
。
入
江
作
品
の
撮
影
場
所
を

大
和
路
の
写
真
家
入
江
泰
吉
氏
の
作
品
に
は

斑
鳩
の
風
景
が
多
い
。
そ
の
中
で
も「
斑
鳩
の

里
暮
色
」は
法
隆
寺
の
塔
の
横
に
落
ち
る
真
っ

赤
な
夕
陽
と
、
そ
の
上
空
の
鱗
雲
と
青
空
の
対

比
は
鮮
や
か
で
、
心
に
残
っ
た
写
真
の
一
枚
で

法
隆
寺
と
斑
鳩
の
里

奈
良
県
医
師
協
同
組
合　

椿つ
ば
き

本も
と

九く

美み

夫お

日
本
の
世
界
遺
産
シ
リ
ー
ズ　
1

写
真
1　

入
江
泰
吉
氏
撮
影　

斑
鳩
の
里
暮
色

（
入
江
泰
吉
記
念
奈
良
市
写
真
美
術
館
絵
は
が
き
）

●斑鳩の里から見た伽藍群
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探
し
な
が
ら
、
カ
メ
ラ
片
手
の
寄
り
道
は

2
0
0
0
年
3
月
副
会
長
職
を
最
後
に
役
員
を

辞
す
る
ま
で
、
約
25
年
間
続
い
た
。
現
在
は
、

地
元
竹
内
街
道（「
日
本
書
紀
」に
記
載
さ
れ
た

難
波
か
ら
京
に
至
る
大
道
）の
撮
影
が
中
心
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
斑
鳩
の
里
か
ら
は
遠
ざ
か

っ
て
い
る
が
、
唯
一
の
心
残
り
は
入
江
作
品
の

よ
う
な
光
景
に
一
度
も
出
会
え
な
か
っ
た
こ
と

で
あ
る
。

法
隆
寺
は
6
0
7（
推
古
15
）年
、
聖
徳
太
子

と
推
古
天
皇
に
よ
り
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。「
日
本
書
紀
」に
は
6
7
0（
天
智
9
）

年
に
伽
藍
を
焼
失
し
た
と
の
記
述
が
あ
り
、
8

世
紀
初
頭
に
現
伽
藍
が
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
後
は
兵
火
や
天
災
に
は
あ
わ
ず
、

太
子
信
仰
に
守
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
往
時

の
姿
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

一
方
、
法
起
寺
も
6
3
8（
舒
明
10
）年
に
創

建
さ
れ
た
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
寺
院
で
あ
る
。

七
堂
伽
藍
の
大
寺
院
で
金
堂
と
塔
の
位
置
が
法

隆
寺
と
逆
で
、
法
起
寺
方
式
と
呼
ば
れ
る
。
創

建
当
時
の
建
物
は
7
0
6（
慶
雲
3
）年
完
成
の

三
重
塔
の
み
で
、
現
存
す
る
三
重
塔
の
中
で
は

わ
が
国
最
古
で
最
大
と
さ
れ
、
国
宝
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
現
在
の
本
堂
、
鐘
楼
、
金
堂
な
ど

は
江
戸
時
代
の
再
建
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
法
隆
寺
の
建
造
物
47
棟
に
法
起
寺
の

三
重
塔
を
加
え
た
48
棟
が
1
9
9
3（
平
成
5
）

年
12
月
9
日
に「
法
隆
寺
地
域
の
仏
教
建
造
物
」

写
真
2　

法
隆
寺
五
重
塔
遠
望

写
真
3　

法
起
寺
田
植
え
の
頃

写
真
4　

法
起
寺
三
重
塔
残
月

写
真
5　

法
隆
寺
五
重
塔
落
陽
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N

と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産（
文
化
遺
産
）に

登
録
さ
れ
た
。

法
隆
寺
は
西
院
伽
藍
、
東
院
伽
藍
と
子
院
な

ど
の
建
造
物
で
構
成
さ
れ
て
い
る（
写
真
6
）。

松
並
木
の
参
道
を
抜
け
た
と
こ
ろ
に
は
国
宝
の

南
大
門
が
あ
る
。

西
院
伽
藍
は
南
大
門
を
入
っ
て
正
面
に
向
か

っ
て
右
に
金
堂
、
左
に
五
重
塔
が
あ
り（
写
真

7
）、
こ
れ
ら
を
回
廊
が
囲
む
。
中
門
、
経
蔵
、

鐘
楼
、
大
講
堂
を
含
め
こ
れ
ら
は
す
べ
て
国
宝

で
あ
り
、
現
存
す
る
世
界
最
古
の
木
造
建
築
物

群
で
あ
る
。
中
門
に
は
塑
造
金
剛
力
士
像
が
安

置
さ
れ
て
い
る（
写
真
8
）。
写
真
10
A
は

1
9
3
8
年
に
発
行
さ
れ
た
切
手
で
、
金
堂
・

五
重
塔
を
含
む
西
院
伽
藍
を
南
東
の
上
方
か
ら

西
北
方
向
見
下
ろ
し
た
も
の
。
中
央
が
金
堂
、

左
後
方
に
五
重
塔
、
右
下
と
右
端
に
回
廊
と
講

堂
の
一
部
が
の
ぞ
い
て
い
る
。
1
9
4
6
〜

1
9
4
7
年
の
五
重
塔（
写
真
10
B
〜
D
）、

1
9
6
7
年
に
は
大
講
堂
か
ら
南
を
見
た
金
堂
、

中
門
、
五
重
塔（
写
真
11
A
）、
ま
た
1
9
9
5

年
に
は
金
堂（
写
真
11
B
）の
切
手
が
発
行
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
平
山
郁
夫
画
の
五
重
塔
を
モ
チ

ー
フ
に
し
た「
斑
鳩
の
里
朝
陽
」も
発
行
さ
れ
て

い
る（
写
真
11
C
）。

建
造
物
以
外
に
も
、
飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
仏

像
、
仏
教
工
芸
品
な
ど
多
数
の
文
化
財
が
あ
り
、

国
宝
・
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
も
の
だ
け

写
真
7　

法
隆
寺
西
院
伽
藍
全
景（
法
隆
寺
発
行
絵
は
が
き
）

写
真
8　

法
隆
寺
塑
造
金
剛
力
士
像
阿
形

（
法
隆
寺
発
行
絵
は
が
き
）

写
真
6　

法
隆
寺
境
内
図（
法
隆
寺
発
行
法
隆
寺
畧
縁
起
）
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で
も
約
1
9
0
件
、
点
数
に
し
て
2
3
0
0
余

点
に
及
ぶ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
一
ヶ
寺
が
所
有

し
て
い
る
数
は
も
ち
ろ
ん
日
本
一
で
あ
る
。

金
堂
の
壁
画
は
7
世
紀
末
頃
の
仏
教
絵
画
で

あ
る
が
、外
陣
の
壁
画
12
面
は
1
9
4
9
年（
昭

和
24
）の
金
堂
の
火
災
で
焼
損
し
た
。
切
手
の

観
音
菩
薩
像（
写
真
12
A
〜
C
）は
6
号
壁
阿
弥

陀
浄
土
図
の
一
部
右
脇
侍
像
で
あ
る
。

飛
鳥
時
代
の
木
造
観
音
菩
薩
立
像（
百
済
観

音
）（
写
真
13
A
）は
も
と
金
堂
内
陣
の
裏
側
に

安
置
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
百
済
観
音
堂
に

安
置
さ
れ
て
い
る
。
細
身
で
九
頭
身
の
特
異
な

写真10　A：法隆寺五重塔と金堂（1938年発行）
B‒D：法隆寺五重塔（1946，1946，1947年発行）
E：法隆寺夢殿（郵便はがき 1966年発行）

写真11　A：法隆寺金堂、中門、五重塔（1967年発行）
B：法隆寺金堂（1995年発行）
C：平山郁夫画、斑鳩の里朝陽（2008年発行）

写真12　A‒C：法隆寺観音菩薩像壁画
（1951，1953，1995年発行）

写真13　A：法隆寺観音菩薩立像（百済観音）（1967年発行）
B：法隆寺銅造薬師如来座像（1989年発行）
C：法隆寺玉虫厨子（1989年発行）

写
真
9　

法
隆
寺
夢
殿（
法
隆
寺
発
行
絵
は
が
き
）
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廃
仏
毀
釈
の
影
響
で
寺
の
維
持
が
困
難
と
な

り
、
1
8
7
8（
明
治
11
）年
に
は
、
聖
徳
太
子

画
像
な
ど
3
0
0
件
余
の
宝
物
を
当
時
の
皇
室

に
献
納
し
、
金
一
万
円
を
下
賜
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
の
宝
物
は「
法
隆
寺
献
納
宝
物
」と
呼
ば
れ
、

そ
の
大
部
分
は
東
京
国
立
博
物
館
に
保
管
さ
れ

て
い
る
。
弥
勒
菩
薩
半
跏
像（
写
真
15
A
、
B
）、

金
堂
小
幡（
写
真
15
C
）お
よ
び
摩
耶
夫
人（
ま

や
ぶ
に
ん
）像（
写
真
15
D
）は
そ
の
中
の
一
部

で
、
い
ず
れ
も
重
文
で
あ
る
。
弥
勒
菩
薩
半
跏

像
は
6
0
6（
推
古
14
）年
に
あ
た
る
丙
寅
の
銘

を
も
つ
金
銅
小
仏
。
金
堂
小
幡
は
金
銅
製
の
小

さ
な
幡
の
上
部
に
、
横
笛
を
吹
く
飛
天
が
透
か

し
彫
り
さ
れ
て
い
る
。
摩
耶
夫
人
像
は
釈
迦
の

母
、
摩
耶
夫
人
の
右
脇
下
か
ら
釈
迦
が
誕
生
し

た
と
い
う
経
典
の
説
話
の
情
景
を
表
し
た
も
の

で
、
約
17
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
銅
造
で
あ
る
。

1
4
0
0
年
余
の
永
い
伝
統
を
持
つ
法
隆
寺

で
は
行
事
の
数
も
桁
外
れ
に
多
い
。
1
月
7
〜

14
日
の
金
堂
修
正
会
は
7
6
8（
神
護
景
雲
2
）

年
以
来
続
く
伝
統
行
事
で
国
家
安
隠
や
万
民
豊

楽
を
祈
る
。
2
月
3
日
の
節
分
追
儺
式（
鬼
追

い
）に
は
西
円
堂（
国
宝
）に
黒
鬼
、
青
鬼
、
赤
鬼

が
現
れ
て
松
明
を
投
げ
、
毘
沙
門
天
が
現
れ
て

鬼
を
追
う
。
ま
た
、
3
月
22
〜
24
日
の
お
会
式

は�

聖
徳
太
子
の
命
日
に
そ
の
遺
徳
を
た
た
え

る
法
要
。
例
年
は
聖
霊
院
で
行
な
わ
れ
る
が
、

10
年
に
一
度
は
大
講
堂
で
行
な
わ
れ
る
。
雅
楽

の
流
れ
る
中
、
寺
僧
た
ち
が
仏
の
徳
を
た
た
え

像
容
を
示
す
こ
の
像
は
和
辻
哲
郎
の「
古
寺
巡

礼
」を
は
じ
め
多
く
の
文
芸
作
品
の
中
で
絶
賛

さ
れ
た
。
そ
の
経
緯
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
不
明
で

あ
る
。
銅
造
薬
師
如
来
坐
像（
写
真
13
B
）は
用

明
天
皇
の
た
め
に
造
ら
れ
た
と
さ
れ
、
堂
内
須

弥
壇
の
本
尊
釈
迦
三
尊
像
に
向
か
っ
て
右
に
安

置
さ
れ
て
い
る
。

玉
虫
厨
子（
写
真
13
C
）は
も
と
金
堂
に
安
置

さ
れ
て
い
た
。
透
か
し
彫
り
の
飾
金
具
の
下
に

本
物
の
玉
虫
の
羽
を
敷
き
詰
め
て
装
飾
し
た
こ

と
か
ら
こ
の
名
が
あ
る
。
現
在
、
玉
虫
の
羽
は

一
部
に
残
る
の
み
で
あ
る
。
5
年
の
歳
月
と
1

億
円
以
上
費
用
を
か
け
て
作
成
さ
れ
た
復
刻
版

が
本
寺
院
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

東
院
伽
藍
は
回
廊
で
囲
ま
れ
た
中
に
八
角
円

堂
の
夢
殿（
写
真
9
、
10
E
）が
建
ち
、
回
廊
南

面
に
は
礼
堂
、
北
面
に
は
絵
殿
及
び
舎
利
殿
が

あ
り
、
絵
殿
及
び
舎
利
殿
の
北
に
接
し
て
伝
法

堂
が
建
つ
。
夢
殿
と
伝
法
堂
は
国
宝
で
あ
る
。

こ
こ
は
も
と
斑
鳩
宮
の
あ
っ
た
所
。
聖
徳
太
子

は
同
名
の
建
物
、
夢
殿
で
政
事
や
仏
教
に
思
い

を
め
ぐ
ら
せ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

東
院
伽
藍
の
東
に
隣
接
す
る
の
が
尼
寺
、
中

宮
寺
で
あ
る
。
本
尊
の
弥
勒
菩
薩
半
跏
思
惟
像

（
写
真
14
A
〜
E
）は
、
飛
鳥
時
代
の
彫
刻
の
最

高
傑
作
で
あ
る
と
同
時
に
、
わ
が
国
美
術
史
上
、

あ
る
い
は
東
洋
上
代
芸
術
を
語
る
場
合
に
も
欠

か
す
こ
と
の
出
来
な
い
作
品
で
あ
る
。

写真14　A‒E：中宮寺伝如意輪観音像
（1951，1952，1966，1967，1976年発行）

写真15　A，B： 法隆寺銅造弥勒菩薩 
（1981，1989年発行）

C：法隆寺金堂小幡（1980年発行）
D：法隆寺銅造摩耶夫人像（1981年発行）
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至大阪

至大阪

至大阪

至大阪

至
京
都

至
京
都

る
声
明
を
唱
え
、
太
子
の
徳
を
讃
嘆
す
る
の
で

あ
る
。
当
日
、
境
内
は
2
0
0
軒
余
り
の
屋
台

で
賑
わ
う
。

野
の
花
咲
き
乱
れ
る
春
に
、「
柿
く
へ
ば
鐘

が
鳴
る
な
り
・
・
・
・
」の
秋
に
、
ま
た
祭
り
の

日
に
あ
わ
せ
て
、
こ
の
斑
鳩
の
里
を
訪
れ
て
い

た
だ
け
た
ら
趣
も
、
楽
し
み
も
倍
増
す
る
こ
と

請
け
合
い
で
あ
る
。
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交通アクセス

聖徳宗総本山 法隆寺　郵便番号 636-0115
奈良県生駒郡斑鳩町法隆寺山内1番1号
電話：（0745）75-2555（代）
http://www.horyuji.or.jp

●南大門
西院伽藍の正面に位置する南大門は、火
災に遭い永享10年（1438）に再建された。

●廻廊
西院伽藍の中心部を囲んで建てられる廻廊は、南は中門左右
に接し、北では現在は講堂に接続するかたちとなっている。



 ●14

京都保事協

渡邊一幹
わた なべ いっ かん

（民間生薬・漢方生薬）
しょう やく しょう やく薬 に な る 植 物薬 に な る 植 物

［Prunus� armenica］はバラ目バラ科サ
クラ属で、落葉樹で、和名をアンズ、漢
名は杏、英語ではapricotです。花の
色は淡紅色で、がく筒は紅紫色、梅と
さくらの開花期の間に花を咲かせます。
日本には中国から渡来したと考えられ、
万葉集には、カラモモの記載、本草和
名（深

ふかねのすけひと

根輔仁、918年）や平安時代中
期の辞書、和妙抄（ 源

みなもとの

� 順
したごう

、932年）
にある杏子がアンズで、アンズの名前は
江戸時代に唐音から変化したと言われ
ています。明治時代になって、ジャムや干しアンズ、缶詰に利用されるようにな
ります。この実やジャムはいろいろな料理に利用されます。効能としては肺を潤
し、むくみ、口の渇きをおさえ、咳や痰を取る作用がある事が知られています。
栄養的にはビタミンAが非常に多く、その成分であるβ-カロチンが豊富にあるた
め、老化防止や癌防止を助け、またクエン酸やリンゴ酸も含まれるため、食欲
増進に役立ちます。薬用としては熟した実から固い内果皮を取り、その中にあ
る種子を集めて天日で乾燥させたものが杏仁です。杏仁には薬用に使う苦味
の強い苦

く

杏
きょう

仁
にん

と杏仁豆腐などの料理に使う甜
てん

杏
きょう

仁
にん

があります。しかし現在、
偽物の杏仁豆腐には、アーモンドエッセンスを香りに使っているようです。民間
療法でも咳・息切れなどに利用され、又「今日の治療薬」の中にもキョウニン水
として、薬効分類が鎮咳薬・去痰薬（生薬祛痰薬）、用量は1日3ml、3～4分
服。適応は急性気管支炎に伴う咳嗽及び喀痰喀出困難とされていますので、
昔の先生方には馴染みのある薬です。漢方では、杏仁の性味は苦・辛、温．
小毒であり、経絡では肺

はいけい

経・大
だいちょうけい

腸経に入ります。そのため、咳を止め、喘息を
軽くし、腸を潤して便秘を解消します。杏仁の入っている保険適応の漢方エ
キスには、喘息や気管支炎に使用する麻

ま

杏
きょう

甘
かん

石
せき

湯
とう

・五
ご

虎
こ

湯
とう

・神
しん

秘
ぴ

湯
とう

・清
せい

肺
はい

湯
とう

、感冒、インフルエンザ・関節リウマチ・喘息・乳児の鼻閉に使用する麻
ま

黄
おう

湯
とう

、気管支炎・気管支喘息・心臓衰弱・
腎臓病に使用する苓

りょう

甘
かん

姜
きょう

味
み

辛
しん

夏
げ

仁
にん

湯
とう

、
関節痛・筋肉痛・神経痛に使用する
麻
ま

杏
きょう

薏
よく

甘
かん

湯
とう

、便秘に使用する麻
ま

子
し

仁
にん

丸
がん

・潤
じゅん

腸
ちょう

湯
とう

があります。

杏仁（アンズ）

今回は春潮号なので、民間生
しょう

薬
や く

はゼン
マイ（薇）、漢方生

しょう

薬
や く

杏仁（アンズ）を取
り上げます。

アンズの種子

アンズジャムトースト

16

アンズの実アンズの花

杏仁豆腐

白チーズとジャム

ヨーグルトと
ジャム

干しアンズ
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京都保事協

渡邊一幹
わた なべ いっ かん

（民間生薬・漢方生薬）
しょう やく しょう やく薬 に な る 植 物薬 に な る 植 物

はゼンマイ科ゼンマイ属のシダ植物です。
春になるとワラビと同様、春の山菜とし
て、日本全国の里山や野山で見ること
が出来ます。ゼンマイの出始めの幼葉
は、綿状の毛で覆われています。綿毛
がしっかり残っていて、茎が太く少し赤
みのかかったものが良品で、この時期
が採取の時です。この時期を過ぎると、
綿毛がなくなり、緑のシダ状の葉が見ら
れるようになります。ワラビとの大きな違
いは、美味しく食べるために、採取した
ものを灰汁でアク抜きし、天日で乾燥させ揉みほぐすという工程があ
ることです。江戸時代の書物「一

いっぽんどうやくせん

本堂薬選（香
か　がわしゅうあん

川修庵）1729年」に
は「乾

かん

薇
び

」と書き俗にゼンマイと呼ぶとあることから、当時から乾燥し
たものが売られていたようです。また「本

ほん

朝
ちょう

食
しょく

鑑
かん

（人
ひと　み　ひつだい

見必大）1697
年」の三菜部の中に、狗

くせ き

脊俗に世
ぜ

牟
む

麻
ま

伊
い

と称すとあり、「昔は食べ
なかったが、近ごろ多く食べるようになった。関西諸州のものは長く
大きく、やわらかく味が良い。気

き

味
み

は甘-平、無毒、効能として主治
は肝腎を強くし、胃を健にし、風虚を治す」と記載されています。現
在は民間療法として、ゼンマイの味噌汁は乳を出やすくし、煎じたも
のは貧血や利尿に利用されています。料理食材としてのゼンマイは
ゴマ油との相性も良く、焼肉には欠かすことが出来ないナムルや、
おばんざいとして油揚げと共にだしと醤油で味付けしたものなど、何
とも言えない香りと歯触りを楽しむことが出来る山菜の一つです。

緑のシダ状の葉綿毛のある幼葉

アク抜き乾燥後水に戻したパック詰め

パックから出し水洗い

（料理と配置は全て愛妻作）

ゼンマイ（薇）

シメジとのおひたし油揚げとのおばんざい
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わ
れ
る
様
に
な
っ
た
。„
も
て
な
し
＂の
意
味
は

広
辞
苑
に
よ
れ
ば
待
遇
、
馳
走
の
事
を
意
味
す

る
と
い
う
。
要
す
る
に
来
客
や
他
人
に
対
し
て

「
お
も
て
な
し
」と
云
う
言
葉
が
2
0
1
3
年

の
流
行
語
と
し
て
選
ば
れ
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

を
初
め
と
し
て
新
聞
、
週
刊
誌
等
々
に
広
く
使

心
の
籠
っ
た
丁
寧
な
接
し
方
を
す
る
事
で
あ
る
、

と
す
る
。

う
る
さ
い
ほ
ど
テ
レ
ビ
等
で「
お
も
て
な
し
」

と
謂
わ
れ
る
の
で
、
些
か
厭
に
な
り
か
け
て
い

た
最
近
で
あ
る
が
、
続
け
て「
こ
れ
は
こ
れ
は
」

と
い
う
事
と
、「
何
と
い
う
事
だ
」と
正
反
対
の

お
も
て
な
し
に
遭
遇
し
た
。「
は
ん
な
り
と
お
も

て
な
し
」を
一
生
懸
命
に
頑
張
っ
て
い
る
京
都
で

あ
る
が
こ
の
様
な
場
合
も
あ
る
事
を
痛
感
し
た

次
第
で
あ
る
。

昨
年
末
頃
よ
り
京
都
市
内
で
は
一
番
古
く
よ

り
営
業
し
て
い
る「
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
」に

会
合
が
あ
っ
て
数
回
出
入
り
さ
せ
て
貰
っ
て
い

る
。
こ
の
ホ
テ
ル
の
宴
会
場
は
3
階
か
ら
5
階

に
あ
り
、
タ
ク
シ
ー
乗
降
場
の
玄
関
よ
り
直
ぐ

左
へ
行
き
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
上
へ

行
く
様
に
な
っ
て
い
る
。
私
が
杖
を
つ
き
な
が

ら
玄
関
に
入
っ
て
行
く
と
ヨ
ロ
ヨ
ロ
し
て
い
る

私
の
側
に
ソ
ッ
と
中
年
の
男
性
係
員
が
近
づ
い

て
き
た
。「
お
寒
い
事
で
す
ね
。
」と
喋
舌
り
な

「
お
・
も
・
て
・
な
・
し
」の
明
暗
は
？

あ
る
ホ
テ
ル
と
或
る
料
亭
！

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—

京
都
保
事
協　

松ま
つ

井い 

昭あ
き

男お

旅
の
ブ
ラ
ッ
ク
エ
ッ
セ
イ

ホテルの全景
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が
ら
私
の
右
後
方
で
一
緒
に
歩
調
を
合
わ
せ
て

結
局
三
階
の
宴
会
場
迄
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
同

乗
し
て
付
い
て
き
て
く
れ
た
。鈍
感
な
私
は「
彼

も
職
務
中
暇
あ
る
な
あ
。
」と
思
っ
て「
ご
ゆ
っ

く
り
。
」と
い
う
挨
拶
に「
は
い
は
い
。
」と
生
返

事
を
返
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
が
二
、
三
回
あ

っ
て
そ
の
後
に
若
い
女
性
の
係
員
が「
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
お
危
の
う
ご
ざ
い
ま
す
よ
。
」と
挨
拶

し
て
く
れ
て
、
初
め
て
男
性
係
員
が
私
の
自
尊

心
を
傷
つ
け
ま
い
、
と
す
る
意
図
を
理
解
し
た
。

彼
は
私
の
身
体
の
状
態
に
は
一
切
触
れ
ず
、
私

が
身
体
の
状
態
に
言
及
さ
れ
た
く
な
い
心
情
を

理
解
し
て
く
れ
て
い
た
訳
で
あ
る
。

そ
の
男
性
係
員
Y
H
氏
は
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
オ

フ
ィ
サ
ー
の
肩
書
が
あ
る
方
で
あ
る
が
、
仕
事

と
は
云
え
眞
に
大
変
な
勉
強
を
し
て
お
ら
れ
る

な
あ
と
感
心
し
た
。
客
の
心
情
を
理
解
し
て
接

待
す
る
事
こ
そ
眞
の「
お
も
て
な
し
」と
云
う
べ

き
で
、
彼
個
人
の
性
情
に
よ
る
ば
か
り
で
な
く

上
司
の
支
配
人
や
こ
の
ホ
テ
ル
の
伝
統
を
受
け

継
ぐ
従
業
員
へ
の
訓
育
が
本
当
の「
は
ん
な
り
と

お
も
て
な
し
」を
実
践
し
て
い
る
と
感
じ
た
次
第
。

一
方
一
月
半
程
し
て
同
じ
く
京
都
市
内
の
某

料
亭
で
会
合
が
あ
り
出
席
す
る
事
に
し
て
い
た
。

こ
の
店
は
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
星
を
貰
っ
て
い
る
、

と
い
う
事
で
一
流
を
誇
っ
て
お
ら
れ
る
様
だ
っ

た
。
私
は
こ
の
店
へ
行
っ
た
事
が
な
く
、
又
案

内
状
に
書
い
て
あ
る
店
の
住
所
が
も
う
一
つ
難

解
だ
っ
た
た
め
、
行
く
前
に
電
話
を
入
れ
て
確

か
め
た
。
所
が
電
話
に
出
て
き
た
案
内
嬢
の
一

人
目
は「
私
で
は
道
順
が
解
り
ま
せ
ん
の
で
変
わ

り
ま
す
。
」と
い
う
返
事
。
二
人
目
の
案
内
嬢
も

結
局
具
体
的
な
道
順
は
解
ら
な
い
、と
い
う
返
事
。

ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
星
の
料
亭
と
云
う
期
待
が
粉

微
塵
に
砕
か
れ
た
。
勿
論
お
料
理
は
結
構
な
お

味
で
満
足
し
た
の
で
あ
る
が
、
従
業
員
が
自
分

の
店
の
所
在
地
を
電
話
で
伝
え
ら
れ
な
い
、
と

云
う
様
な
事
で
は
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
星
が
泣
く
よ

と
云
い
た
い
し
、
上
司
の
従
業
員
に
対
す
る
訓

育
も
如
何
と
想
わ
れ
些
か
淋
し
い
思
い
を
し
た
。

„
お
も
て
な
し
＂と
い
う
言
葉
を
実
践
す
る
為

に
は
単
に
客
と
会
話
す
る
の
に
不
快
の
念
を
与

え
な
い
、
料
亭
で
は
料
理
の
味
が
最
高
だ
、
観

光
業
者
が
客
の
好
み
を
理
解
す
る
、
等
々
必
要

事
項
が
あ
る
が
、
一
番
大
切
な
事
は
客
個
人
の

心
情
を
如
何
に
掴
ん
で
接
遇
す
る
か
、
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

最
近
私
は
体
調
不
良
の
為
旅
行
を
制
限
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
為
か
老
人
性
意
地
悪
を
言
い
出

す
結
果
に
な
っ
た
。
年
齢
が
殖
え
る
と
共
に
意

地
悪
度
も
増
す
と
い
う
が
そ
の
様
な
事
に
な
ら

な
い
様
反
省
し
て
い
る
毎
日
で
は
あ
る
が
。

※
写
真
は
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
案
内
書
、
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
名
簿
よ
り
引
用
し
た
。

◎
優
秀
な
る
上
司
…
右
よ
り
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
総
支
配
人�

高
麗（
こ
う
ま
）氏
・
前
支
配

人
、
現
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京
社
長�

清
原
氏
・

筆
者�

松
井

松
まつ

井
い

 昭
あき

男
お

清
きよ

原
はら

 當
まさ

博
ひろ

 氏 高
こう

麗
ま

 積
もり

克
よし

 氏



「
近
畿
医
療
協
同
組
合
連
合
会 

平
成
25
年
度
事
務
局
職
員
研
修
会
」報
告

ブ
ロ
ッ
ク
便
り

……………………………………………
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………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………………

近
医
協
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概
要
を
説
明
後
、
各
事
業
ご
と
の
分
科
会
に
入

り
ま
し
た
。

【
分
科
会
】

①
購
買
事
業
に
つ
い
て

（
医
療
機
器
の
販
売
、
書
籍
の
販
売
、
医
師
協

カ
ー
ド
に
つ
い
て
）

各
組
合
で
の
医
療
機
器
の
販
売
方
法
、
取
り

組
み
な
ど
の
意
見
交
換

②
福
祉
事
業
に
つ
い
て

（
所
得
補
償
保
険
制
度
、
グ
ル
ー
プ
保
険
等

の
販
売
に
つ
い
て
）

　

平
成
26
年
1
月
17
日（
金
）午
後
2
時
30
分
か

ら
大
阪
府
医
師
協
同
組
合
会
館
に
お
い
て
、「
近

畿
医
療
協
同
組
合
連
合
会�

平
成
25
年
度
事
務

局
職
員
研
修
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
医
師
協
同
組
合
連
合
会
か
ら
は
、
喜
多

原
事
務
局
長
、
塚
越
課
長
、
関
課
長
代
理
の
3

名
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
ま
た
今
回
か
ら
岡

山
医
師
協
同
組
合
、
広
島
県
医
師
協
同
組
合
の

事
務
局
職
員
の
方
の
ご
参
加
も
い
た
だ
き
、
総

勢
33
名
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
全
体
会
議
で
本
研
修
会
の

所
得
補
償
保
険
制
度
・
グ
ル
ー
プ
保
険
の
募

集
方
法
に
つ
い
て
意
見
交
換
、
ま
た
、
各
組

合
で
の
取
り
組
み
や
問
題
点
及
び
今
後
の
展

望
な
ど
の
報
告

③
医
師
協
事
業
に
つ
い
て

（
購
買
事
業
・
福
祉
事
業
の
今
後
の
展
開
に
つ

い
て
）

医
療
機
器
販
売
の
全
国
展
開
、
保
険
新
制
度

の
検
討
、
福
祉
事
業
に
対
す
る
利
用
分
量
配

当
金
の
是
非
、消
費
税
改
正
に
つ
い
て
の
対
応

　

�

な
ど
、各
組
合
の
取
り
組
み
状
況
や
今
後
の
展

望
等
に
つ
い
て
貴
重
な
情
報
交
換
を
交
わ
し
、

あ
っ
と
い
う
間
に
終
了
時
間
を
迎
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
全
体
会
議
で
は

　
　

1
．
近
医
協
連
か
ら
の
報
告

　
　

2
．
全
医
協
連
か
ら
の
報
告

　
　

3
．
組
合
会
員
よ
り
全
医
協
連
へ
の
要
望

　

な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
終
了
後
、
大
阪
府
医
師
協
同
組
合
会

館
よ
り
徒
歩
15
分
程
の
所
に
あ
る
シ
ェ
ラ
ト
ン

都
ホ
テ
ル
大
阪
20
階
に
場
所
を
移
し
、
懇
親
会

を
開
催
し
、
当
連
合
会
の
寺
下
会
長
の
ご
挨
拶

と
、
上
田
副
会
長
の
乾
杯
の
ご
発
声
に
て
和
や

か
な
ム
ー
ド
の
中
、
開
会
と
な
り
、
研
修
会
に

引
き
続
き
各
組
合
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

�

（
近
医
協
連
事
務
局
長　

田
村
泰
明
）

研修会風景

懇親会の模様
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九
州
医
師
協
同
組
合
連
合
会「
職
員
研
修
会
」報
告

ブ
ロ
ッ
ク
便
り

九
医
協
連

………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………

さ
、
佐
世
保
本
社
と
東
京
支
社
が
良
き
ラ
イ
バ

ル
と
な
り
競
争
し
て
い
る
等
々
の
お
話
を
頂
き

ま
し
た
。
こ
こ
で
、
講
演
会
の
内
容
を
全
て
ご

紹
介
す
る
と
ぺ
ー
ジ
が
足
り
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
続
き
は
次
回
と
い
う
こ
と
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

引
き
続
き
購
買
･
保
険
と
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

別
に
会
議
を
執
り
行
い
、
購
買
部
会
で
は
全
医

協
連
の
喜
多
原
事
務
局
長
よ
り
共
済
事
業
の
再

開
及
び
医
協
向
け
説
明
会
の
日
程
、
福
利
厚
生

サ
ー
ビ
ス
運
用
開
始
の
説
明
が
あ
り
、
榎
本
調

査
研
究
員
よ
り
秋
季
J
M
C
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
･

オ
ン
ラ
イ
ン
書
店
販
売
事
業
の
実
績
報
告
、
平

成
二
十
六
年
購
買
担
当
職
員
研
修
会
日
程
、
新

商
品
の
取
り
扱
い
開
始
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
全
医
協
連
萩
原
様
よ
り
購
買
W
E
B

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
明
が
あ
り
、

協
議
事
項
で
は
九
医
協
連
通
販
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

･
新
商
品
と
し
て
今
心
工
房（
陶
彩
画
）･
㈱
ワ

ン
ビ
シ
ア
ー
カ
イ
ブ
ス（
情
報
管
理
支
援
サ
ー

ビ
ス
）が
承
認
さ
れ
、
I
F
C（
い
つ
で
も
処
方

平
成
二
十
六
年
三
月
八
日（
土
）と
九
日（
日
）

と
二
日
間
に
亘
り
、
長
崎
市
医
師
会
協
同
組
合

当
番
の
下
、
全
医
協
連
か
ら
喜
多
原
事
務
局
長

･
森
本
次
長
･
萩
原
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
平

成
二
十
五
年
度
九
医
協
連
職
員
研
修
会
が
長
崎

市
の
㈱
平
安
閣
サ
ン
プ
リ
エ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
初
日
は
職
員
研
修
会
、
購
買
･
保
険
部

会
、
懇
親
会
、
翌
日
は
親
善
観
光
･
ゴ
ル
フ
と
い

う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

職
員
研
修
会
で
は
、
長
崎
医
協
の
永
江
事
務

局
長
の
司
会
の
下
、『
㈱
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
た
か

た�

代
表
取
締
役�

髙
田　

明
氏
』に『
夢
持
ち
続

け
日
々
精
進
』と
い
う
演
題
に
て
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
講
演
に
お
い
て
T
V
等
の

電
子
媒
体
で
商
品
を
紹
介
す
る
に
あ
た
り
、
髙

田
氏
は
百
パ
ー
セ
ン
ト
商
品
を
理
解
し
、
消
費

者
に
い
か
に
そ
の
良
さ
を
気
持
ち
を
の
せ
て
伝

え
る
か
が
一
番
重
要
で
あ
る
事
を
強
調
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
各
種
家
電
を
絡
め
て

ユ
ー
モ
ア
ー
た
っ
ぷ
り
の
お
話
や
、
行
き
詰
ま

っ
た
時
に
は
原
点
に
戻
っ
て
考
え
る
事
の
大
切

箋
）が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
七
月
二
十

六
日（
土
）福
岡
市
で
開
催
予
定
の
事
務
局
代
表

者
会
議
、
購
買
･
保
険
部
会
開
催
の
説
明
が
あ

り
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

保
険
部
会
で
は
当
連
合
会
の
現
況
等
の
報
告

の
後
、
協
議
事
項
で
は
明
治
安
田
シ
ス
テ
ム
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱（
収
納
シ
ス
テ
ム
）の
紹
介
、エ
ー

ス
損
害
保
険（
九
医
協
連
取
扱
新
プ
ラ
ン
）が
四

月
一
日
よ
り
開
始
す
る
こ
と
に
决
定
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
医
協
連
の
森
本
次
長
よ
り
共
済
事

業
の
再
開
及
び
医
協
向
け
説
明
会
の
日
程
説
明

が
あ
り
、
募
集
人
資
格
を
得
ら
れ
る
講
習
会
の

参
加
を
よ
び
か
け
ら
れ
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
懇
親
会
と
な
り
、
長
崎
市
医
師
会

協
同
組
合
奥
理
事
長
の
ご
挨
拶
、
九
州
医
師
協

同
組
合
連
合
会
の
香
江
会
長
の
ご
挨
拶
そ
の
後
、

長
崎
市
医
師
会
協
同
組
合
平
田
専
務
理
事
に
よ

る
乾
杯
の
ご
発
声
に
て
、
開
会
と
な
り
、
各
組

合
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

翌
日
の
懇
親
観
光
は
、
軍
艦
島（
端
島
）上
陸

見
学
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
ん
で
頂
き
、
一
方
、
ゴ

ル
フ
組
は
ホ
テ
ル
か
ら
車
で
約
40
分
程
の
名
門

『
長
崎
国
際
ゴ
ル
フ
俱
楽
部
』に
て
プ
レ
ー
を
楽

し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

職
員
研
修
会
開
催
に
当
た
り
、
準
備
段
階
か

ら
熱
心
に
ご
協
力
ご
援
助
い
た
だ
き
ま
し
た
長

崎
医
協
の
役
職
員
の
方
々
へ
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。�

（
九
医
協
連　

水
野
隆
文
）

講演会 ジャパネットたかた
髙田　明氏

長崎市医師会協同組合
奥理事長挨拶

九州医師協同組合連合会
香江会長挨拶
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平
成
26
年
3
月
8
日（
土
）東
京
日
本
橋
の
ロ

イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
2
階
の「
春
海
」で
、
記

念
す
べ
き
節
目
と
な
る
第
30
回
関
越
協
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
天
気
は
良
い
も
の
の
気
温
が
低

く
、
新
潟
方
面
の
豪
雪
予
想
か
ら
参
加
者
の
遅

れ
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
出
席
予
定
者
は
全

員
時
間
に
集
ま
り
予
定
通
り
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

初
め
に
今
回
の
会
議
で
幹
事
組
合
と
な
っ
た
、

都
医
協
連
の
岩
田
会
長
よ
り「
今
年
の
東
京
は
、

週
末
に
近
年
に
な
い
大
雪
が
続
い
て
お
り
、
や

や
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
日
は
、
絶
好

の
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
良
い
ホ
テ
ル
の
会

場
で
す
の
で
、
是
非
会
議
の
成
果
も
上
げ
て
い

き
た
い
。
」と
挨
拶
さ
れ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
小
林
全
医
協
連
会
長
か
ら
来
賓
祝

辞
を
い
た
だ
き「
東
北
各
県
の
医
協
活
動
が
活

発
化
し
て
お
り
ま
す
。
関
東
に
は
ま
だ
医
協
の

空
白
県
も
あ
り
、
こ
れ
ら
を
埋
め
る
た
め
に
力

を
貸
し
て
ほ
し
い
。
」と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
出
席
各
医
協
代
表
者
か
ら
現
況
報

告
が
行
わ
れ
、
各
組
合
と
も
共
通
し
て
福
祉
部

門
の
落
ち
込
み
を
購
買
部
門
で
カ
バ
ー
し
順
調

に
推
移
し
て
い
る
。
医
協
で
重
要
な
こ
と
は
、

組
合
員
の
増
加
と
収
益
の
向
上
だ
が
、
こ
の
ま

ま
で
は
将
来
に
不
安
も
あ
り
、
本
日
の
会
議
で

の
全
医
協
連
か
ら
の「
全
医
協
連
共
済
再
開
」

「
医
師
協
カ
ー
ド
」の
説
明
に
は
大
い
に
期
待
し

て
い
る
。
と
そ
れ
ぞ
れ
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

研
修
で
は
ま
ず
、（
株
）フ
ィ
ー
ル
ド
・
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
か
ら
、
お
と
な
の
食
べ
歩
き「
招
待

日
和
」に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
夢
の
あ
る
商

品
説
明
に
気
分
も
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
全
医
協
連
塚
越
課
長
か
ら「
全
医

協
連
共
済（
特
定
保
険
業
）募
集
開
始
」に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
柔
軟
な
商
品
設
計
と
高
い
代

理
店
手
数
料
に
出
席
者
か
ら
、
前
向
き
に
取
り

組
み
を
検
討
し
た
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
次
に
関
課
長
代
理
か
ら
、「
医
師
協
カ
ー
ド

へ
の
取
り
組
み
」「
ラ
フ
ォ
ー
レ
倶
楽
部
の
ご
紹

介
」に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。「
医
師
協

カ
ー
ド
」は
、
特
に
各
医
協
の
関
心
も
高
く
質

問
が
相
次
ぎ
、
東
京
で
の
加
盟
店
を
増
加
さ
せ

て
ほ
し
い
、
カ
ー
ド
の
一
部
年
会
費
を
医
協
が

負
担
し
て
も
取
り
組
み
た
い
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
の
閉
会
は
、
山
内
都
医
協
連
副
会
長

が
行
い「
30
回
を
数
え
る
う
ち
に
、
関
越
協
議

会
も
実
質
的
な
充
実
し
た
協
議
会
に
変
貌
し
て

き
て
い
る
。
」と
挨
拶
さ
れ
、
有
意
義
だ
っ
た
会

を
、
予
定
時
間
も
か
な
り
オ
ー
バ
ー
し
て
終
了

し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
2
0
2
0
年
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
に
も
近
く
、
ま
た
江
戸
情
緒

の
残
る
日
本
橋
・
人
形
町
に
あ
る
ホ
テ
ル
周
辺

の
話
で
盛
り
上
が
り
、
今
年
の
厳
し
い
冬
を
し

ば
し
忘
れ
て
、
優
雅
な
気
分
に
浸
っ
た
楽
し
い

懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

二
次
会
は
、
バ
ス
ツ
ア
ー
を
行
い
夜
景
の
綺

麗
な
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
、
浅
草
雷
門
、
ゲ
ー
ト

ブ
リ
ッ
ジ
、
お
台
場
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
、

東
京
タ
ワ
ー
な
ど
を
暖
か
い
バ
ス
車
内
か
ら
眺

め
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中
で
解
散
と
な

り
ま
し
た
。�

（
都
医
協
連
事
務
局
長　

大
野
信
義
）

岩田会長挨拶

会議風景

懇親会風景
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歌短

薬
の
名
入
り
た
る
品
の
遷
り
ゆ
く
ボ
ー
ル
ペ
ン
か
ら
Ｕ
Ｓ
Ｂ
に

穂
先
に
て
紙
を
撫
で
ゆ
く
や
は
ら
か
さ
悪
筆
の
我
ふ
で
ペ
ン
を
も
つ

三
十
年
使
ふ
リ
フ
ィ
ル
と
け
ふ
買
へ
る
白
き
が
隣
る
シ
ス
テ
ム
手
帳

宮
崎
県　

長な
が

嶺み
ね

元も
と

久ひ
さ



福　祉　部

平
成
26
年
保
険
懇
話
会

　

平
成
26
年
2
月
1
日（
土
）に
、
平
成
26
年
保
険
懇
話
会
を
全
医
協
連
会
館
で

開
催
し
、
総
勢
約
55
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

保
険
懇
話
会
は
、
毎
年
2
月
に
全
医
協
連
の
福
祉
担
当
理
事
、
部
会
員
、
調
査

研
究
員
と
、
取
引
保
険
会
社
の
担
当
者
が
集
ま
り
、
全
医
協
連
の
福
祉
事
業
の

発
展
の
た
め
に
情
報
交
換
、
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
年
の
保
険
懇
話
会
は
、
通
常
の
情
報
交
換
に
加
え
、
生
命
保
険
販
売
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
表
彰
式
も
同
時
に
開
催
致
し
ま
し
た
。

第
1
部
は
、
講
演
会
と
平
成
25
年
保
険
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

講
演
会
で
は
、「
医
業
に
お
け
る
法
人
活
用
術
！
」を
テ
ー
マ
に
、
黒
永
会
計
事

務
所
の
黒
永
哲
至
税
理
士
が
講
師
と
な
り
、
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

黒
永
税
理
士
か
ら
は
医
業
の
法
人
活
用
と
し
て
、
医
療
法
人
の
メ
リ
ッ
ト
デ

メ
リ
ッ
ト
、
M
S
法
人
の
メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
、
業
務
委
託
法
人
の
業
務
内

容
と
メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
業
務
委
託
法
人
の

業
務
に
は
、
例
え
ば
、
記
帳
代
行
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
レ
ン
タ
ル
料（
車
・
備

品
）、
リ
サ
ー
チ
、
資
料
作
成
、
社
員
教
育
等
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
対
価
と
し
て
、
コ
ン
サ
ル
手
数
料
、
記
帳
代
行
、
レ
ン
タ
ル
料（
車
・

備
品
）を
子
会
社
の
業
務
委
託
法
人
に
手
数
料
を
支
払
う
こ
と
で
効
率
的
な
運

営
を
し
て
い
け
る
と
い
う
モ
デ
ル
の
説
明
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
、
平
成
26
年
生
命
保
険
販
売
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
表
彰
式

を
行
い
、
第
1
位
入
賞
者
の
和
田
健
二
様
と
、
第
2
位
入
賞
の
吉
田
伸
様
、
3
位

入
賞
の
島
田
正
彦
様
、
4
位
入
賞
の
松
尾
徳
友
様
、
5
位
入
賞
の
中
嶋
宏
昌
様

研修会風景
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に
お
越
し
い
た
だ
き
、清
水
福
祉
部
会
長
か
ら
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
で
は
、
担
当
役
員
、
取
引
保
険
会
社
の
間
で
情
報
交
換
を
行
い

有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
も
多
数
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
盛
会

と
な
り
終
了
し
ま
し
た
。

講師の黒永税理士

生保キャンペーン入賞者

清水常務理事（福祉部会長）
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商品①

商品②

「生命共済」：万一の場合の補償

「休診共済」：
ケガや病気で休業した場合の補償

●❶死亡保険金 万一、死亡された場合に保険金を
お支払いします。

●❶疾病休業保険金
疾病による入院または自宅療養で
5日以上継続して就業不能状態に
陥った場合、休業5日目より休業
保険金を支払います。

●●❷重度障害保険金
病気または事故が原因で重度障害
状態になったときに保険金をお支
払いします。

●❷災害休業保険金
事故による入院または自宅療養で
就業不能状態に陥った場合、休業
1日目より休業保険金を支払います。

ＪＭＣ厚生会の保険商品

全医協連の関連団体である「一般社団法人JMC厚生会」は、平成25年12月12日に関
東財務局より認可特定保険業の認可を得ました。
保険商品は、生命共済と休診共済の2つの商品があり、ご加入できる対象者が、医
師・医療法人・歯科医師・医師協同組合の職員に限定された特別な保険商品です。
今回は、2つの保険商品の保障内容をお知らせいたします。

一般社団法人JMC厚生会の認可特定保険について
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JMC厚生会の保険商品

商品●①　「生命共済」

●❶死亡保険金 万一の場合に死亡保険金をお支払いします。

●●❷重度障害保険金 病気または事故が原因で重度障害状態になったと
きに保険金をお支払いします。

特徴

補償内容

保険金を支払わない場合（免責事由）

◆この保険に加入できるのは、JMC厚生会の会員の医師、歯科医師、医療法人、医師協の職員です。
※被保険者には、会員ご本人のほか、会員のご家族、医療法人の従業員を保障の対象者に含めることができます。

◆日本国内はもちろん、海外での事故や病気による死亡や重度障害も対象となります。
◆お申込みにあたり、医師の診査は不要です。簡単な告知のみでご加入いただけます。

【告知項目の例】
　「最近3カ月以内に医師の治療・投薬を受けたことはありますか？」
　「過去1年以内に病気や怪我で入院したこと、または、手術を受けたことはありますか？」　　等です。

◆満1歳から満75歳までの方が新規加入いただけます。保険料は初回から全て口座振替です。
◆�将来設計に合わせて10のコースからお選びいただけます。�
（死亡保険金額50万円から2,000万円�まで）
◆加入後は1年ごとの自動更新となり満79歳まで保障が継続できます。
※面倒な更新手続きは不要です。更新時の健康状態にかかわらず更新します。

死亡保険金 ①被保険者の自殺。（ただし責任開始日から起算して更新した期間を含め2年間のみ）
②保険契約者または死亡保険金受取人の故意または重大な過失によって被保険者が死亡したとき。
③被保険者の故意または重大な過失によって被保険者が死亡したとき。
④戦争・事変・暴動よって被保険者が死亡したとき。

重度障害保険金 ①保険契約者、被保険者の故意または重大な過失によって被保険者が重度障害状態となったとき。
②戦争・事変・暴動によって被保険者が重度障害状態となったとき。

注意： 死亡保険金を支払う前に重度障害保険金を支払ったときは、死亡保険金を支払いません。 
死亡保険金が支払われたときは、その支払後に重度障害保険金の支払い請求を受けても、これを支払いません。
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商品●②　「休診共済」
特徴

補償内容

◆この保険に加入できるのは、JMC厚生会の会員の医師、歯科医師、医療法人、医師協の職員です。

◆疾病や災害による就業不能時の休業損害を通算最高800日まで補償します。
◆お申込みにあたり、医師の診査は不要です。簡単な告知のみでご加入いただけます。

【告知項目の例】
　「現在就業制限を受けていますか？」
　「最近3ヶ月以内に、医師による検査または診察で入院又は手術をすすめられたことはありますか？」　　等です。

◆保険金は他の保険の加入と関係なく支払われます。
◆満18歳から満89歳までの方が新規加入いただけます。保険料は初回から全て口座振替です。
◆加入後は1年ごとの自動更新です。
※面倒な更新手続きは不要です。更新時の健康状態にかかわらず更新します。

入院、自宅療養を問わず、また病気、傷害を問わず幅広く補償します。
通算最高　800日　まで補償します。（一疾病、一傷害は、180日　を限度）
保険金の受取人は被保険者自身となります。

こんなときに保険金をお支払いします。

病
気

発病した疾病の治療を目的として、保険期間中に日本国内の病
院または診療所に入院または自宅療養した事を直接の原因とし
て5日以上継続して就業不能状態に陥った場合

休業　5日目　より加入口数に応じて給付

疾病休業保険金

災
害

不慮の事故を直接の原因とする傷害の治療を目的として、保険
期間中に日本国内の病院または診療所に入院または自宅療養し
た事を直接の原因として就業不能状態に陥った場合

休業　1日目　より加入口数に応じて給付

災害休業保険金
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JMC厚生会の保険商品

保険金額と加入口数

●保険金額と加入口数

●年齢と加入口数限度

保険金支払開始の
年　齢 １口 2口 3口

満　65歳　未満 日額　7,000　円 日額　14,000　円 日額　21,000　円

満　65歳　以上 日額　5,000　円 日額　10,000　円 日額　15,000　円

契約日または更新日の年齢 加入できる口数

満　18　歳　から　満　24　歳　 1口　限度

満　25　歳　から　満　79　歳　 3口　限度

満　80　歳　から　満　84　歳　 2口　限度

満　85　歳　から　満　89　歳　 1口　限度
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保険商品一覧
1 死亡に備える

保険会社名

終身保険

定期保険

健康体割引保険

収入保障保険

アクサ生命保険

メットライフアリコ

アクサ生命保険
ジブラルタ生命保険

NKSJひまわり生命保険

東京海上日動あんしん生命保険

三井住友海上あいおい生命保険

アイエヌジー生命保険

アクサ生命保険

メットライフアリコ

ジブラルタ生命保険
NKSJひまわり生命保険
大同生命保険
アイエヌジー生命保険
メットライフアリコ
NKSJひまわり生命保険

家族収入特約付終身保険
終身保険（引受基準緩和型）
円建保険金額保証特約付新終身保険
終身保険
新特定疾病給付終身保険
積立利率変動型終身保険
終身保険
終身保険
無配当終身保険
5年ごと利差配当付終身保険
低解約返戻金型終身保険
無選択型終身保険
5年ごと利差配当付終身保険
5年ごと利差配当付低解約返戻金型終身保険
特定疾病保障終身保険
（無配当）無解約返戻金型定期保険
（無配当）定期保険
（無配当）低解約返戻金型定期保険
低払いもどし金型定期保険
平準定期保険・収入保障保険
平準定期保険（リスク細分型保険料率適用）
定期保険
定期保険
健康体割引特約付定期保険
（無配当）無解約返戻金型収入保障保険
収入保障保険（解約返戻金抑制型）
無解約返戻金型収入保障保険

保険種類

2 就業不能に備える
保険会社名

団体長期障害
所得補償保険

事業主費用担保特約付帯
所得補償保険

所得補償保険
損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険
三井住友海上火災保険
損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険
三井住友海上火災保険
損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険

所得補償保険
所得補償保険
所得補償保険
団体長期障害所得補償保険
団体長期障害所得補償保険
団体長期障害所得補償保険
事業主費用担保特約付帯所得補償保険
事業主費用担保特約付帯所得補償保険

保険種類

3 事故に備える
保険会社名

傷害保険

ゴルファー保険

アイエヌジー生命保険
AIU損害保険
東京海上日動火災保険

あいおいニッセイ同和損害保険

三井住友海上火災保険
東京海上日動火災保険
損害保険ジャパン

（無配当）長期傷害保険㈵型
傷害保険
傷害保険
傷害保険
骨折等担保特約付傷害保険
傷害保険
ゴルファー保険
ゴルファー保険

保険種類

保険会社名

生活習慣病保険
生活障害保障

ガン保険

医療保険

アクサ生命保険

メットライフアリコ

ジブラルタ生命保険
NKSJひまわり生命保険
東京海上日動あんしん生命保険
三井住友海上あいおい生命保険
AIU損害保険
損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険
三井住友海上火災保険
アイエヌジー生命保険
メットライフアリコ
アクサ生命保険
東京海上日動あんしん生命保険
損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険
NKSJひまわり生命保険
メットライフアリコ
アクサ生命

終身医療保険
新医療保険
新終身医療保険
終身医療保険（生存還付給付金付）
医療保険
終身医療保険
医療保険
新医療保険
医療保険
医療保険
医療保険
傷害疾病保険
（無配当）ガン保険
ガン保険
ガン保険
がん治療支援保険
ガン保険
ガン保険
ガン保険
生活習慣病保険
生活障害保障型定期保険

保険種類

4 病気・ケガに備える

5 貯蓄と保障を求める
保険会社名

養老保険
生存保険
ユニット・リンク保険

プルデンシャル生命保険
メットライフアリコ
アクサ生命保険

積立利率変動型年金支払型特殊養老保険
生存保障保険
ユニット・リンク保険

保険種類

66 老後に備える
保険会社名 保険種類

年金保険
朝日生命保険 新個人年金保険
プルデンシャルジブラルタファイナンシャル生命保険 拠出型企業年金

保険会社名 保険種類

7 介護に備える
保険会社名

介護保険 メットライフアリコ 日常生活動作障害保障保険

保険種類

8 ライフプランの変更に対応する
保険会社名

貯蓄・保障分離型保険
朝日生命保険
明治安田生命保険

利率変動積立型終身保険
3年ごと利差配当付利率変動型積立終身保険

保険種類

保険会社名

個人情報漏洩保険
AIU損害保険
損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険

業務過誤賠償責任保険
業務過誤賠償責任保険
賠償責任保険

9 情報漏洩の事故に備える
保険種類

保険会社名

統合型保険 損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険

傷害総合保険（パンダ君）（夫婦ペア）（JMCプラン）
フルガード保険

保険種類

10 広範囲のリスクに対応する
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全医協連取扱い
1 死亡に備える

保険会社名

終身保険

定期保険

健康体割引保険

収入保障保険

アクサ生命保険

メットライフアリコ

アクサ生命保険
ジブラルタ生命保険

NKSJひまわり生命保険

東京海上日動あんしん生命保険

三井住友海上あいおい生命保険

アイエヌジー生命保険

アクサ生命保険

メットライフアリコ

ジブラルタ生命保険
NKSJひまわり生命保険
大同生命保険
アイエヌジー生命保険
メットライフアリコ
NKSJひまわり生命保険

家族収入特約付終身保険
終身保険（引受基準緩和型）
円建保険金額保証特約付新終身保険
終身保険
新特定疾病給付終身保険
積立利率変動型終身保険
終身保険
終身保険
無配当終身保険
5年ごと利差配当付終身保険
低解約返戻金型終身保険
無選択型終身保険
5年ごと利差配当付終身保険
5年ごと利差配当付低解約返戻金型終身保険
特定疾病保障終身保険
（無配当）無解約返戻金型定期保険
（無配当）定期保険
（無配当）低解約返戻金型定期保険
低払いもどし金型定期保険
平準定期保険・収入保障保険
平準定期保険（リスク細分型保険料率適用）
定期保険
定期保険
健康体割引特約付定期保険
（無配当）無解約返戻金型収入保障保険
収入保障保険（解約返戻金抑制型）
無解約返戻金型収入保障保険

保険種類

2 就業不能に備える
保険会社名

団体長期障害
所得補償保険

事業主費用担保特約付帯
所得補償保険

所得補償保険
損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険
三井住友海上火災保険
損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険
三井住友海上火災保険
損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険

所得補償保険
所得補償保険
所得補償保険
団体長期障害所得補償保険
団体長期障害所得補償保険
団体長期障害所得補償保険
事業主費用担保特約付帯所得補償保険
事業主費用担保特約付帯所得補償保険

保険種類

3 事故に備える
保険会社名

傷害保険

ゴルファー保険

アイエヌジー生命保険
AIU損害保険
東京海上日動火災保険

あいおいニッセイ同和損害保険

三井住友海上火災保険
東京海上日動火災保険
損害保険ジャパン

（無配当）長期傷害保険㈵型
傷害保険
傷害保険
傷害保険
骨折等担保特約付傷害保険
傷害保険
ゴルファー保険
ゴルファー保険

保険種類



調査企画部だより
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1
日
目
の
第
一
部
講
演
会「
消
費
税
へ
の

対
応
」は
い
か
が
で
し
た
か
？

●
ア
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ー
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1
日
目
の
第
二
部
講
演
会「
医
協
が
使
う

Ｉ
Ｔ
活
動
」「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
つ
い
て
」

は
い
か
が
で
し
た
か
？

●
ア
ン
ケ
ー
ト〈
4
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2
日
目「
グ
ル
ー
プ
ミ
ィ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

は
、い
か
が
で
し
た
か
？

●
ア
ン
ケ
ー
ト〈
5
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今
回
は「
グ
ル
ー
プ
討
議
の
発
表
」は
行

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
意
見
、
ご
感
想
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

「
と
て
も
良
か
っ
た
」25
％
、「
良
か
っ
た
」63

％
と
合
計
88
％
の
参
加
者
が
今
回
の
研
修
に
満

足
頂
け
た
よ
う
で
あ
る
。

主
な
感
想
と
し
て
、「
他
の
組
合
の
担
当
者

と
情
報
交
換
で
き
て
よ
か
っ
た
。
」「
今
後
の
組

合
の
方
向
性
に
気
づ
い
た
」、「
多
く
の
話
題
を

つ
ぎ
こ
ん
だ
、
充
実
し
た
会
議
で
あ
っ
た
。
」等

が
あ
っ
た
。

●
ア
ン
ケ
ー
ト〈
1
〉

全
体
を
通
し
て
今
回
の
事
務
局
代
表
者

会
議
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

●
ア
ン
ケ
ー
ト〈
2
〉

1
日
目
の
第
一
部
講
演
会「
消
費
税
へ
の

対
応
」は
い
か
が
で
し
た
か
？

●
ア
ン
ケ
ー
ト〈
3
〉

1
日
目
の
第
二
部
講
演
会「
医
協
が
使
う

Ｉ
Ｔ
活
動
」「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
つ
い
て
」

は
い
か
が
で
し
た
か
？

●
ア
ン
ケ
ー
ト〈
4
〉

2
日
目「
グ
ル
ー
プ
ミ
ィ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

は
、い
か
が
で
し
た
か
？

●
ア
ン
ケ
ー
ト〈
5
〉

今
回
は「
グ
ル
ー
プ
討
議
の
発
表
」は
行

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
意
見
、
ご
感
想
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

「
消
費
税
へ
の
対
応
」は
、
税
理
士
法
人
ト
ー

マ
ツ
の
飯
田
幸
子
税
理
士
の
講
演
会
で
あ
っ
た
。

「
と
て
も
良
か
っ
た
」10
％
、「
良
か
っ
た
」67
％
、

「
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
」23
％
で
あ
っ
た
。

良
か
っ
た
と
の
感
想
で
は
、「
資
料
が
わ
か

り
や
す
く
て
、
よ
か
っ
た
」、「
消
費
税
へ
の
基

本
的
な
考
え
方
と
改
定
点
が
整
理
さ
れ
て
良
か

っ
た
」、「
専
門
家
の
話
は
分
か
り
や
す
か
っ

た
」、「
仕
入
、
売
上
返
還
等
、
貸
し
倒
れ
の
と

こ
ろ
が
、
勉
強
に
な
っ
た
」等
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

意
見
と
し
て「
内
容
が
総
論
的
だ
っ
た
の
で
、組

合
実
務
の
話
を
聞
き
た
か
っ
た
」、「
も
う
少
し

時
間
を
か
け
て
話
を
聞
き
た
い
」等
が
あ
っ
た
。

●
ア
ン
ケ
ー
ト〈
1
〉

全
体
を
通
し
て
今
回
の
事
務
局
代
表
者

会
議
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

●
ア
ン
ケ
ー
ト〈
2
〉

1
日
目
の
第
一
部
講
演
会「
消
費
税
へ
の

対
応
」は
い
か
が
で
し
た
か
？

●
ア
ン
ケ
ー
ト〈
3
〉

1
日
目
の
第
二
部
講
演
会「
医
協
が
使
う

Ｉ
Ｔ
活
動
」「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
つ
い
て
」

は
い
か
が
で
し
た
か
？

●
ア
ン
ケ
ー
ト〈
4
〉

2
日
目「
グ
ル
ー
プ
ミ
ィ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

は
、い
か
が
で
し
た
か
？

●
ア
ン
ケ
ー
ト〈
5
〉

今
回
は「
グ
ル
ー
プ
討
議
の
発
表
」は
行

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
意
見
、
ご
感
想
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

第
二
部
講
演
会
の「
医
協
が
使
う
I
T
活
動
」

で
は
、
全
医
協
連　

調
査
企
画
部
副
部
会
長
の

遠
山
常
務
理
事
の
講
演
が
あ
り
、「
S
N
S
の

活
用
に
つ
い
て
」で
は
、
J
R
C
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ（
株
）I
C
T
事
業
部
医
療
情
報
ビ
ジ
ネ

ス
部
の
光
貞
英
一
郎
氏
の
講
演
が
あ
っ
た
。

「
と
て
も
良
か
っ
た
」17
％
、「
良
か
っ
た
」64

％
で
あ
っ
た
。

主
な
コ
メ
ン
ト
は
、「
今
後
の
展
開
に
将
来

性
を
感
じ
た
」、「
I
T
活
動
が
必
要
で
あ
る
こ

と
は
わ
か
る
が
、
人
員
的
な
問
題
も
あ
り
、
即

対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い
」、「ipad

の
使
い
方

に
よ
っ
て
は
、
医
師
協
の
P
R
が
で
き
た
り
、

実
際
の
医
療
の
場
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
と

て
も
素
晴
ら
し
い
と
思
う
」、「
今
す
ぐ
実
現
は

難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
ん
な
こ
と
も
で

き
る
の
か
と
感
心
し
た
」等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

●
ア
ン
ケ
ー
ト〈
1
〉

全
体
を
通
し
て
今
回
の
事
務
局
代
表
者

会
議
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

●
ア
ン
ケ
ー
ト〈
2
〉

1
日
目
の
第
一
部
講
演
会「
消
費
税
へ
の

対
応
」は
い
か
が
で
し
た
か
？

●
ア
ン
ケ
ー
ト〈
3
〉

1
日
目
の
第
二
部
講
演
会「
医
協
が
使
う

Ｉ
Ｔ
活
動
」「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
つ
い
て
」

は
い
か
が
で
し
た
か
？

●
ア
ン
ケ
ー
ト〈
4
〉

2
日
目「
グ
ル
ー
プ
ミ
ィ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

は
、い
か
が
で
し
た
か
？

●
ア
ン
ケ
ー
ト〈
5
〉

今
回
は「
グ
ル
ー
プ
討
議
の
発
表
」は
行

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
意
見
、
ご
感
想
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

「
と
て
も
有
意
義
で
あ
っ
た
」43
％
、「
有
意

義
で
あ
っ
た
」46
％
、
合
計
す
る
と
89
％
で
あ

り
、
多
く
の
出
席
者
が
満
足
さ
れ
た
。

主
な
コ
メ
ン
ト
は
、「
医
協
カ
ー
ド
を
理
解

で
き
て
、今
後
の
展
開
の
参
考
に
な
っ
た
」、「
疑

問
」に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
意
見
交
換
で
き
た
」、

「
時
間
が
短
く
感
じ
る
ほ
ど
、
充
実
し
て
い
た
」

「
各
単
組
の
現
状
を
直
接
聞
け
る
い
い
機
会
で

あ
っ
た
」、「
同
規
模
グ
ル
ー
プ
だ
と
話
が
合
い
、

展
開
し
や
す
い
」等
、
参
加
者
同
士
が
意
見
交

換
で
き
た
こ
と
に
満
足
さ
れ
た
と
の
意
見
が
多

か
っ
た
。

平成25年事務局代表者会議
「グループ討議・アンケート内容」報告

平成25年事務局代表者会議は平成25年12月7日（土）、8日（日）の両日に
JR東京駅から徒歩5分の「AP八重洲通り」で開催されました。
今回は開催当日、参加者に実施しましたアンケートを掲載いたします。



調査企画部だより

31● JMC NEWS（全医協連ニュース）― No.132

し
て
も
ら
う
と
や
り
や
す
い
と
思
う
。

・
ヒ
ッ
ト
商
品
を
探
し
て
欲
し
い
。

・
顧�

客
管
理
の
ソ
フ
ト
を
作
っ
て
提
供
し
て

欲
し
い
。

・
協�

同
の
力
で
何
か
大
き
な
取
り
組
み
が
で

き
た
ら
い
い
と
思
う
。

・
医
師
協
カ
ー
ド
の
展
開
を
希
望
す
る
。

・
保�
険
料
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
つ
い
て
検
討

し
て
欲
し
い
。

︿
今
後
の
事
務
局
代
表
者
会
議
の
希
望
の
テ
ー
マ
﹀

・
地
区
医
師
会
と
の
連
携
に
つ
い
て

・
組
合
員
、
賛
助
会
員
に
つ
い
て

・
管�

理
業
務
等
、
ど
こ
の
単
組
で
も
共
通
に

な
る
よ
う
な
話
題
。

・
組
合
員
を
い
か
に
増
や
し
て
い
く
か
。

︿
ご
要
望
、
ご
感
想
﹀

・
事�

務
局
で
運
営
す
る
責
任
者
が
集
ま
る
会

●
ア
ン
ケ
ー
ト〈
1
〉

全
体
を
通
し
て
今
回
の
事
務
局
代
表
者

会
議
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

●
ア
ン
ケ
ー
ト〈
2
〉

1
日
目
の
第
一
部
講
演
会「
消
費
税
へ
の

対
応
」は
い
か
が
で
し
た
か
？

●
ア
ン
ケ
ー
ト〈
3
〉

1
日
目
の
第
二
部
講
演
会「
医
協
が
使
う

Ｉ
Ｔ
活
動
」「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
つ
い
て
」

は
い
か
が
で
し
た
か
？

●
ア
ン
ケ
ー
ト〈
4
〉

2
日
目「
グ
ル
ー
プ
ミ
ィ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

は
、い
か
が
で
し
た
か
？

●
ア
ン
ケ
ー
ト〈
5
〉

今
回
は「
グ
ル
ー
プ
討
議
の
発
表
」は
行

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
意
見
、
ご
感
想
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

主
な
意
見
と
し
て
は
、「
発
表
を
気
に
し
な

い
の
で
、
意
見
が
出
や
す
か
っ
た
」、「
今
回
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
言
え
ば
、
無
く
て
よ
か
っ

た
」、「
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
特
に
充
実

し
て
い
た
の
で
、
発
表
は
必
要
な
い
」、「
発
表

の
為
の
討
議
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
よ
か
っ

た
」「
内
容
に
よ
っ
て
は
、
結
論
が
で
な
い
問
題

も
あ
る
の
で
、
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
で
よ
か
っ

た
」等
の
意
見
が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
討
議
の
発

表
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
賛
同
す
る
参
加
者

が
多
か
っ
た
。

︿
全
医
協
連
に
お
い
て
検
討
を
望
む
こ
と
﹀

・
全�

医
協
連
と
し
て
、
統
一
し
た
方
針
を
出

で
あ
る
の
で
、
事
務
局
代
表
者
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
上
が
る
よ
う
な
講
演
会
の
開

催
も
有
意
義
で
は
な
い
か
。

・
テ�

ー
マ
を
決
め
ず
に
各
医
協
の
現
状
報
告

を
す
る
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

・
グ�

ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
他
の
テ
ー
マ

の
内
容
も
知
り
た
い
と
思
っ
た
。

・�

総�

務
、
購
買
、
福
祉
の
3
つ
く
ら
い
に
分

か
れ
て
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
を
す

る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
職
員
が
参
加
し

や
す
く
な
り
、
参
加
者
が
増
え
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
た
。

調
査
企
画
部
で
は
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

の
ご
意
見
を
次
回
事
務
局
代
表
者
会
議
に
反
映

し
て
い
け
る
よ
う
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

4%
25%0%8%

63%

とても良かった（25％：12件）
良かった（63％：30件）
あまり良くなかった（8％：4件）
良くなかった（0％）
他（4％：2件）

とても良かった（17％：8件）
良かった（64％：31件）
あまり良くなかった（13％：6件）
良くなかった（2％：1件）
その他（4％：2件）

とても有意義であった（43％：20件）
有意義であった（46％：21件）
参考になった（4％：2件）
あまり参考にならなかった（0％）
その他（7％：3件）

アンケート〈1〉
全体を通して今回の事務局代表者
会議はいかがでしたでしょうか？

アンケート〈3〉
1日目の第二部講演会「医協が使うIT活動」
「SNSの活用について」はいかがでしたか？

アンケート〈5〉
2日目の「グループミーティン
グ」は、いかがでしたか？

4%
17%

64%

2%
13%

7%

43%

46%

0%4%
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医療の現場に癒しの空間を——

“ホスピタルアート”としての 大きな可能性
陶彩画制作　今心工房
〒849-2302 佐賀県武雄市山内町鳥海10088-2
☎：0954-45-3450 FAX：0954-45-3761

info@imagine-koubou.com

　美しいものに触れて感動する、生かされていること
に感謝する、そういうポジティブな感情が現れたとき
です。
　ホスピタルアートは、こうしたポジティブな感情を、
心の奥から引き出す働きをします。
3．心身のバランスをとりもどす
　心理的、社会的なストレスが肉体に大きく作用する
現代。心身のバランスを保つことは健康維持にとって
ますます大きな課題となっています。見るだけで心が
軽くなるようなリラックス効果が期待できるのがホス
ピタルアートです。

ホスピタルアートとしての草場作品の特徴
　一番の特徴は、まぶしいばかりの輝きです。作品を
ご覧になった方からしばしば「絵から光が射している
ようだ」などと言われるのは、陶彩画という手法が奇
跡的にもたらせたものです。
　作品づくりのコンセプ卜は、たとえば、美しい夕陽
や虹、荘厳な日の出など、思わず手を合わせたくなる
ような、深く魂に語りかけるようなものを制作するこ

とです。人は、美しいものに触れると、自ずと心が開
かれ、豊かになります。それはまさに心の奥底から湧
き出るポジティブな力として、自分自身の中に存在す
る治癒力を引き出すことになるでしょう。
　大リーグ・シアトルマリナーズのイチロ一選手のト
レーナーは、たまたま草場のある作品を目にして、試
合直前の選手の緊張を和らげるためにと、「水の菩薩」
をトレーナールームに飾りました。これもひとつのホ
スピタルアートのかたちです。
　実際、リラックス効果を期待して、草場の陶彩画を
飾っておられるクリニックも多く、患者さんたちのみ
ならず、ご家族のかたや医療スタッフから、心が明る
く軽くなったというご意見を多々頂戴しております。
　芸術は感性に大きく作用し、現代人の、知性に傾い
て失った調和を取り戻すことに役立ちます。また、絵
画は視覚だけで鑑賞するものではありません。波動を
持って、空間に“響き”わたるのです。ですから、アー
トとしてなにを選択するのかはとても大切なことにな
ります。美しく、心地よく、閉ざされそうな心を解放
する「陶彩画」の輝きで、癒しの医療空聞を創造される
ことを願っています。

全医協連購買部で草場さんの作品を取り扱うことになりました。実
物を見ないとわからないことがあります。まずは全医協連のホーム
ページに、「今心工房」のバナーを貼り付けています。ご覧ください。
ご興味のある方は所属の医師協、又は全医協連にご連絡ください。

※写真は設置イメージです
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草場一寿 陶彩画
医療の現場に癒しの空間を——

“ホスピタルアート”としての 大きな可能性
　WHO憲章では、その前文の中で「健康」について、次
のように定義しています。
　「健康とは、病気でないとか、弱っていないというこ
とではなく、肉体的にも、精神的にも、そして社会的に
も、すべてが満たされた状態にあることをいいます」。

（日本WHO協会訳）

　さらに、1998年、この憲章の健康定義について、新
しい提案がなされたことがあります。
　健康と疾病は別個のものではなく連続したものであ
るということを示すdynamic、人間の尊厳の確保や生
活の質を考えるために必要で本質的なものだと考える
spiritualという字句を付加することが提案されたのだ
と言われています。肉体的にも、精神的にも、社会的
にも満たされている状態とは、幸福、あるいは幸福感
と言い換えることができるようです。

　健康の概念には、多様な次元があるとは思いますが、
主観的な経験であると言ってよいのではないでしょうか。
　ホスピタルアートとは、上記の健康観に照らし合わ
せると、主観的な経験である「幸福感」を呼び覚ますよ
うなアートであることがホスピタルアートの条件と言
えます。

ホスピタルアートの役割
1．環境づくり
　欧米では早くから、芸術が癒しに効果があると考え
られてきました。我が国では、病院に飾られる作品は
寄贈のものが多く、優れた芸術ではありながら、重々
しい雰囲気であったり、空間全体のバランスに欠ける
ものなどが多々見受けられます。
　医療の現場で求められるアートとはどのようなもの
でしょうか。患者さんの心がくつろぐ、癒されるもの
ではないでしょうか。
2．生命体に自然治癒力の発露を促す
　洋の東西を問わず、「自己治癒力」「自然治癒力」につ
いては言及されてきました。
　からだ自体に不調を治す働きがあり、「病気」という
のは失われたバランスを身体が取り戻そうとしている
状態であり、生命力を高めることによって治癒力は積
極的に動かしていけるというものです。
　では、どのような心の状態のとき、生命力は高まる
のでしょう?
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

商品のご案内
属の医師協にお願いします）

購  買　部
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

購買部取扱い
（ご注文、お問い合せは所

所属の

ディンフコンエアゾール
【開発元】
【製品名】

【注意点】 1. 抗菌加工がしてある製品（便器の台座など）は変色する事があります。
2. 防水加工がしてあるマスクなどは撥水してしまう場合があります。
3. 抗菌コーティング剤は水溶性の液体です。油分が付着している所では液が弾かれてう
まくコーティング出来ません。付着している汚れを除去して噴霧して下さい。

4. スプレーされる場合はあらかじめ試し吹きをされてからご使用ください。

￥2,860（税別）

90,000円（税別）
56,000円（税別）

商品・価格は、各医師協までお問い合せください。
※その他、専用のロールが必要です。詳細は、医師協までお問い合せください。
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商品のご案内
属の医師協にお願いします）
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購買部取扱い
（ご注文、お問い合せは所
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

商品のご案内
属の医師協にお願いします）

上記価格は、バッジ着用者1名様、年12回の均等被ばく測定時の
ものです。尚、着用者1名様以外の条件にも対応可能です。

被ばく線量測定用の
バッジをメーカーより
毎月送付します。

税別

税別

（TLDバッジ）

低価格・高精度

税別

お客様にて測定用のバ
ッジを毎月交換してご返
送戴くことで報告書をお
届けするサービスです。
（報告書30年間保存義
務）

※バッジが新しくなりました。

11,280

様々な用途で利用されているトナーは、使用頻度が多く消耗品の中でも高額で、
ほぼ定価購入が一般的。

そのようなご意見を解決すべく、医師協ではリコー、キャノン、富士通など国内大手メーカーの
純正トナーを安価にご提供しています。

リコー
（タイプ８５A， ８５B）

キャノン
（EP-３２， EP-KS）

富士通
（LB３１１A， ３１１B）

プリンター純正トナーのご用命は所属の医師協へどうぞ。

※複合機など、一部特定の商品は
　ご対応出来ない場合もあります。 是非、お手元のトナーメーカー、型番を所属の医師協にお知らせ下さい！

取扱い品一例

リコー、キャノン、他
プリンター純正トナーのご用命は所属の医師協へどうぞ。
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購買部取扱い
（ご注文、お問い合せは所

小さいサイズも、大きいサイズも
【最高品質のモバイル端末】は、これだけ!!

●一般的な用途であれば
　インターネット、メール、メモなどの機能が
　簡単に使えます。
●医療用途、ご趣味の用途であれば
　約27万のアプリケーションから、
　お好きな物を有料または
　無料でダウンロード出来ます。

モバイル端末の取扱有無、価格・容量などの条件は、
所属の医師協にお問い合せ下さい。

使えば
　分かる！！

最新機種は
圧倒的な高解像度ディスプレイ、最新のチップ＆プロセッサー搭載により更に美しく・更に高速に！！
※最大10時間も稼働するバッテリーを内蔵し、時間を気にする事なくご利用可能。

正に【空気】のごとく究極の軽さを実現！！ 新たに高解像度ディスプレイを搭載！！

・機能はそのままで、
ダウンサイジング。

・9.7インチディスプレ
イで、大迫力の画像
映像が楽しめます。

・今まで通りのミニサイズで、最高
品質を実現。

・軽く、片手で持てる7.9インチディ
スプレイ。
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

商品のご案内
属の医師協にお願いします）

高額な医学書を始めとして、一般書（単行本、文庫本）も
特別価格でご提供しています。
是非とも本サービスのご利用を
ご検討お願い致します。

《組合員特別価格》が
  適用されます!!

各WEBサイトでの販売価格よりも、断然
お得です。販売価格は、所属の医師協に
お問い合せ下さい。

※医師協が実施する書籍事業の内、本サービスは送料無料となり
ます。同様の書籍サービスは条件が相違しますので、ご注意を
お願いします。詳細は、所属の医師協にお問い合せ下さい。

その1
《送料無料》です!!

ご注文金額に関わらず送料はかかりません。

その2

医師協同組合だから出来る
【書籍の販売サービス】は
ご存知ですか?

書籍販売サービスの2大特典

「書籍販売サービス」のご案内
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

購買部取扱い
（ご注文、お問い合せは所

平成26年 診療報酬改定

東京都千代田区内神田2-4-6  WTC内神田ビル　
〒101-8522   電話　03-3252-7901（代）

株式
会社 社会保険研究所

医科点数表の解釈

※組合員価格につきましては、
　ご所属の医師協にお問い合せください。

26年4月版

 《日本で最も
  信頼されている点数表》
2色化により一段と
読みやすくなります！

医科診療報酬点数表 26年度版

 《最速で届く診療報酬点数表》
区分番号索引が付いて
引きやすさUP！
定価2,400円＋税
B5判、約800頁

検査と適応疾患

 《検査の新定番書》
必要な情報を保険診療の
視点から集約
定価2,500円＋税
A5判2色、約400頁

薬効・薬価リスト

 《効能・薬価等を集約した決定版》
一般名索引が付いて
使いやすさUP！
定価6,500円＋税
B5判2色、約1,100頁

薬価基準点数早見表

 《薬価本の定番》
信頼と実績の薬価基準点数
早見表
定価3,600円＋税
A5判、約900頁

26年4月版

ホームページ　 http://www.shaho.co.jp/shaho/

6月発刊

3月発刊済 4月発刊

4月発刊 3月発刊済

定価：5,300円＋税
B5判2色、約1,900頁

組合員価格あり

組合員価格
あり

組合員価格
あり

組合員価格
あり

組合員価格
あり

特材算定ハンドブック

定価5,000円＋税
A5判4色、約300頁

介護報酬の解釈

定価4,200円＋税
B5判、約1,200頁4月発刊 4月発刊

組合員価格
あり

組合員価格
あり

《特材の算定ルール、主な適
応を見やすくコンパクトに》

《消費税率改定に伴う単位
数表改正に対応》

①単位数表編　26年4月版
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

商品のご案内
属の医師協にお願いします）

平成26年4月版 医科診療報酬点数と早見表

平成26年4月版 薬 価 基 準

ご注文及び価格のお問い合せは、
所属の医師協にお願いします。 4月初旬に発売！

■定価　4,100円（税込・送料別）　組合会員様特別価格あり

約1,100頁

≪本書の特徴≫
★複雑多岐にわたる「告示点数」と「厚労省課長通知」をまとめ、「点

数早見表」として本書に添付
★4月に改正された点数、通知部分には、アンダーラインを引き、どの

部分が変わったのか直ぐ判別可能
★「点数と早見表」ご購入後、厚生労働省からの追加の改正通知等

が出された場合は、当協会のホームページに掲載し、リアルタイム
で改正情報を提供

★医科診療報酬点数と早見表は、25年間の出版実績があり、診療
所様、審査支払機関様、保険者様から高い信頼を得ている

ご注文及び価格のお問い合せは、
所属の医師協にお願いします。 3月下旬に発売！

■定価　2,400円（税込・送料別）　組合会員様特別価格あり

約600頁（値下げしました）

≪本書の特徴≫
★薬価基準の収載方式に併せ、第1部（内用薬）、第2部（注射薬）、

第3部（外用薬）、第4部（歯科用薬剤）の4部に分けて編集
★収録した品目名は、スピーディに検索できるよう次の形式による呼

称からも検索可能
・統一名で収載されている品目（日本薬局方医薬品、生物学的製

剤及び生薬等）に対応する銘柄名
・日本薬局方収載品目の別名及び略名
・一般名収載品目の銘柄名

★本書発刊後に頻繁に行われる追補改正情報は、当協会のホーム
ページに搭載し、リアルタイムでサービスを提供

〒105-0003 東京都港区西新橋1–9–1
一般財団法人 医療保険業務研究協会
TEL 03–3503–8698　　FAX 03–3506–1959
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

購買部取扱い
（ご注文、お問い合せは所

国内の事例を多数収録 !  
虎の門病院で集積した「妊婦への投薬情報」や、
錠剤・カプセル剤の粉砕可否情報など、
活きた情報が満載 !

ご注文、価格は医師協にお問い合せ下さい。

………………………………………………………………
………………………………………………………………

。

3月発刊済

3月発刊済

3月発刊済
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書籍紹介

　

今
日
の
私
達
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
の
生
活
を
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

電
気
・
交
通
・
コ
ン
ビ
ニ
と
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
節
約
は
二
の
次
で
あ
る
。

　

働
い
て
働
い
て
給
与
を
得
、
得
た
お
金
を
消
費
に
回
す
生
活
が
果
た
し

て
本
当
に
豊
か
と
い
え
る
の
か
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
に
百
年
も

の
時
間
を
か
け
て
世
界
に
広
が
っ
た「
ア
メ
リ
カ
型
資
本
主
義
」が
失
速
し

は
じ
め
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
中
国
山
地
で
は
自
然
を
利
用
し
尽
く
す「
里
山
資
本

主
義
」が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

　

山
林
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
木
材
は
製
材
さ
れ
、
木
屑
は
バ
イ
オ
マ
ス
に

利
用
さ
れ
、
売
電
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
木
質
ペ
レ
ッ
ト
は
一
般
家
庭
、

農
業
ハ
ウ
ス
の
燃
料
と
な
り
、
里
山
は
回
復
し
て
山
菜
、
き
の
こ
が
採
れ
、

若
者
は
里
に
戻
っ
て
高
齢
化
地
域
に
は
連
携
感
が
生
ま
れ
、
自
給
自
足
の

楽
し
み
が
戻
っ
て
き
た
。

　

む
か
し
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
山
か
ら
得
て
い
た
が
、
里
山
を
十
分
利
用
す

れ
ば
、
外
か
ら
買
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

化
石
燃
料
は
高
価
で
確
保
す
る
の
に
不
安
定
で
あ
る
。
と
く
に
わ
が
国

は
国
際
関
係
、
輸
送
、
価
格
変
動
の
影
響
を
受
け
易
い
。
同
時
に
Ｃ
Ｏ
2

排
出
に
よ
る
地
球
温
暖
化
対
策
に
も
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
里
山
資
本
主
義
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
も
定
着
し
て
い
る
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
一
時
原
発
が
完
成
し
た
が
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発

事
故
も
あ
っ
て
反
原
発
運
動
が
吹
き
荒
れ
、
国
民
投
票
の
結
果
、
原
発
の

廃
止
が
決
ま
っ
た
。

　

ロ
シ
ア
か
ら
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
天
然
ガ
ス
の
供
給
を
受
け
て
い
た
が
、

供
給
を
止
め
る
と
脅
か
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
強
い
警
戒
心
を
持
っ
て
い
た
。

　

里
山
資
本
主
義
は
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
か
ら
開
放
さ
れ
、
住
民
の
絆
を
強

め
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
復
活
さ
せ
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
明
る
い
高

齢
化
社
会
を
生
み
出
す
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

私
達
の
価
値
観
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。�

（
広
報
部
部
会
長　

有
海
躬
行
）
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こ
の
嵐
で
桜
も
終
わ
り
だ
ろ
う
と
い
う
、
ど
こ
に
も
出
か
け
た
く
な
い
日
曜

日
に
読
む
本
を
紹
介
し
ま
す
。
著
者
の
キ
ュ
ー
ブ
ラ
ー
・
ロ
ス
は
死
の
病
の
人

が
た
ど
る
心
理
変
化
の
研
究
で
世
界
的
に
著
名
な
精
神
科
医
で
す
。
た
と
え
ば

進
行
ガ
ン
と
診
断
さ
れ
る
と
、
何
か
の
間
違
い
で
は
な
い
の
か
ウ
ソ
だ
ろ
う
と

い
う「
否
認
」の
気
持
ち
に
な
る
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
タ
バ
コ
も
吸
わ
な

い
し
健
康
診
断
も
定
期
的
に
受
け
て
い
た
の
に
、
な
ぜ
私
が
と
い
う「
怒
り
」。

何
で
も
し
ま
す
か
ら
治
し
て
下
さ
い
神
様
・
仏
様
・
お
医
者
様
と
い
う「
取
引
」。

し
か
し
ガ
ン
の
転
移
巣
は
ま
す
ま
す
広
が
り
改
善
す
る
見
込
み
が
な
い
時
に
感

じ
る「
抑
う
つ
」。
そ
し
て
最
後
に
死
を「
受
容
」す
る
。
も
ち
ろ
ん
人
の
心
理
で

す
か
ら
、
個
人
差
は
大
き
い
で
し
ょ
う
。

医
療
の
現
場
に
い
る
と
こ
う
し
た
患
者
さ
ん
を
日
常
的
に
診
察
し
ま
す
し
、

人
が
死
の
受
容
に
至
る
過
程
に
つ
い
て
は
私
も
知
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
最
終
的
に
死
を
受
容
し
て
亡
く
な
っ
た
人
の
ま
わ
り
に
は
家
族
を
初

め
喪
失
に
よ
る
悲
嘆
に
苦
し
む
人
た
ち
が
い
ま
す
。
私
た
ち
医
師
は
臨
終
を
告

げ
た
後
の
家
族
の
様
子
は
記
憶
に
あ
り
ま
す
が
、
患
者
家
族
と
特
別
な
関
係
が

な
い
限
り
、
そ
の
後
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
り
ま
せ
ん
。
実
は
遺
族
の
悲
嘆
も

否
認
・
怒
り
・
取
引
・
抑
う
つ
・
受
容
と
い
う
亡
く
な
っ
た
人
と
同
じ
よ
う
な
心
理

過
程
を
通
過
す
る
。
そ
の
こ
と
を
本
著
で
知
っ
た
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
だ
れ
で
も
必
ず
親
を
亡
く
し
ま
す
。
そ
し
て
し
ば
ら
く
す
る
と

実
家
に
行
け
ば「
お
帰
り
」と
迎
え
て
く
れ
そ
う
な
気
が
す
る
。
あ
る
い
は
ド
ア

を
開
け
て「
た
だ
い
ま
」と
帰
っ
て
来
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
れ
が
否
認
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
亡
き
人
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
こ
の

世
に
神
も
仏
も
あ
る
も
の
か
。
も
し
か
し
た
ら
医
療
ミ
ス
で
は
な
い
の
か
と
い

う
怒
り
。
私
た
ち
は
患
者
家
族
の
こ
う
し
た
心
情
に
直
面
し
て
戸
惑
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
医
療
不
信
と
い
う
よ
り
も
悲
嘆
に
よ
る
怒
り
な
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
亡
き
人
が
戻
っ
て
来
る
な
ら
何
で
も
し
ま
す
。
生
き
て
い

る
な
ら
地
の
果
て
ま
で
迎
え
に
行
く
と
い
っ
た
取
引
。
や
は
り
願
い
は
叶
わ
な

い
抑
う
つ
。
そ
し
て
亡
き
人
は
も
う
帰
ら
な
い
の
だ
と
い
う
受
容
の
段
階
に
至

っ
て
悲
嘆
は
ひ
と
ま
ず
終
わ
る
。

多
く
の
症
例
と
自
分
自
身
の
悲
嘆
に
も
言
及
し
た
本
著
は
、キ
ュ
ー
ブ
ラ
ー
・

ロ
ス
の
遺
作
と
な
り
ま
し
た
。
本
著
に
は
、
死
に
直
面
し
た
人
や
悲
嘆
の
遺
族

た
ち
に
生
涯
を
通
し
て
寄
り
添
い
続
け
た
彼
女
の
や
さ
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

（
広
報
部
副
部
会
長　

南　

俊
秀
）
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私
は
大
学
時
代
ま
で
酒
蔵
の
敷
地
内
の
社

宅
に
住
ん
で
お
り
、
冬
の
朝
は
酒
の
香
り
の

中
で
目
を
覚
ま
す
と
い
う
環
境
で
育
ち
ま
し

た
。
父
親
は
賀
茂
鶴
酒
造
の
専
務
取
締
役
で
、

飲
ま
な
い
日
が
何
日
続
い
て
も
構
わ
な
い
し
、

逆
に
宴
会
が
何
日
続
い
て
も
必
ず
最
後
ま
で

付
き
合
う
と
い
う
独
特
の
ス
タ
イ
ル
を
貫
い

て
い
ま
し
た
。

さ
て
近
代
の
日
本
酒
造
り
は
科
学
的
・
理
論

的
に
解
明
さ
れ
、
い
わ
ば
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
的
に
す
す
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
温
度
計
も
顕
微
鏡
も
無
く
、
酵

母
・
細
菌
の
存
在
を
知
る
よ
し
も
な
い
鎌
倉

室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
ど
う
や
っ
て
酒

造
り
の
工
程
を
考
え
つ
い

た
の
か
、
驚
き
を
通
り
越

し
て
い
に
し
え
の
知
恵
に

最
敬
礼
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
加
え
て
、
ワ
イ
ン
は

ブ
ド
ウ
の
で
き
に
左
右
さ

れ
ま
す
が
、
日
本
酒
で
は

米
の
作
柄
で
ど
う
こ
う
と

は
言
い
ま
せ
ん
。
杜
氏
の

第
六
感
で
自
分
の
思
う
酒

の
味
を
造
り
出
す
の
で
す
。

た
だ
、
わ
ざ
わ
ざ「
純
米

酒
」と
言
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
こ
ろ
に
落
と
し
穴
が
あ
り
ま
す
。

造
っ
た
酒
に
醸
造
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
添
加
し

た
も
の
も
日
本
酒
と
し
て
通
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。

と
こ
ろ
で
、
名
水
の
あ
る
と
こ
ろ
に
名
酒

あ
り
と
言
い
ま
す
。
水
に
は
硬
水
と
軟
水
が

あ
り
ま
す
が
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
は
軟
水
で
す
。

硬
水
は
発
酵
に
向
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、

軟
水
は
飲
め
ば
美
味
し
い
も
の
の
発
酵
に
は

適
し
て
い
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
挑
戦
し
た
の
が
安
芸
津
の
三
浦
仙
三

郎
氏
で
試
行
錯
誤
の
末
に
軟
水
醸
造
法
を
編

み
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
広
島
の
酒
は

た
ち
ま
ち
評
価
が
上
り
、
全
国
鑑
評
会
で
上

位
を
独
占
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

「
酒
」と
は
、
友
と
と
も
に
味
わ
う
も
の
で
、

高
級
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
粋
な
店
で

あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
飲
む
量
が
多
か
ろ

う
と
少
な
か
ろ
う
と
関
係
な
く
、「
あ
あ
、
う

れ
し
か
っ
た
！　

楽
し
か
っ
た
！
」と
思
え
る

も
の
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
広
島
の
日
本

酒
、
カ
ー
プ
・
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
を
誇
り
と
し

て
、
楽
し
い「
酒
」に
囲
ま
れ
た
人
生
を
歩
み

た
い
も
の
で
す
。

「
シ
ャ
ト
ー
・
マ
ル
ゴ
ー
」に
、
1
8
5
5
年

ボ
ル
ド
ー
地
区
の
何
百
と
あ
る
シ
ャ
ト
ー
の

中
か
ら
第
1

級
の
格
付
け

が
与
え
ら
れ

ま
し
た
。
こ

の
葡
萄
酒
は

女
性
的
で
、

形
容
詞
は
エ

レ
ガ
ン
ト
・

繊
細
・
精
緻

と
い
っ
た
と

こ
ろ
が
当
て

は
ま
り
ま
す
。

音
楽
で
例
え

る
と
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
ピ
ア
ノ
・
コ
ン
チ

ェ
ル
ト
第
3
番
目
第
2
楽
章
だ
と
思
い
ま
す
。

シ
ャ
ト
ー
・
マ
ル
ゴ
ー
は
ボ
ル
ド
ー
地
区
の

マ
ル
ゴ
ー
村
の
一
番
い
い
所
に
位
置
し
て
、

現
在
の
オ
ー
ナ
ー
は
女
性
で
す
。
赤
ワ
イ
ン

の「
シ
ャ
ト
ー
・
マ
ル
ゴ
ー
」が
年
間
15
万
本
、

セ
カ
ン
ド
ラ
ベ
ル
の「
パ
ヴ
ィ
ヨ
ン
・
ル
ー
ジ

ュ
」が
約
20
万
本
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
白
ワ
イ
ン
の
生
産
量
は
3
万
本
で
す
。

こ
の
白
葡
萄
酒
は「
パ
ヴ
ィ
ヨ
ン
・
ブ
ラ
ン

・
シ
ャ
ト
ー
・
マ
ル
ゴ
ー
」と
名
付
け
ら
れ
、和

食
に
と
て
も
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
し
ま
す
。
貝
や

魚
の
お
刺
身
に
素
晴
ら
し
く
合
い
ま
す
。
昨

年
11
月
に
南
禅
寺
の「
瓢
亭
」に
て
シ
ャ
ト

ー
・
マ
ル
ゴ
ー
の
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、

最
初
に
供
さ
れ
た
の
が
2
0
1
1
年
の
こ
の

白
葡
萄
酒
で
し
た
。
あ
ぶ
り
鮑
の
料
理
に
マ

ッ
チ
し
、
お
互
い
の
良
さ
を
引
き
立
て
合
っ

て
い
ま
し
た
。

「
酒
中
在
心
」

石
川
哲
大
先
生

（
広
島
県
医
師
協
だ
よ
り 

第
No. 

519
号
よ
り
）

「	

読
む
葡
萄
酒	

シ
ャ
ト
ー・マ
ル
ゴ
ー
」山

本　

博
先
生

（
京
都
保
事
協
ニュ
ー
ス 
第
No. 

643
号
よ
り
）

広報部副部会長

南
みなみ

　 俊
とし

秀
ひで

飲酒の十徳
（今も京都・先斗町「ますだ」に掲げてある父の自筆）

女神の神殿「シャトー・マルゴー」

医師協の雑　
誌
か
ら今回のテーマ『それぞれのお酒』
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取
得
の
困
難
さ
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
が
あ
り
、

共
済
事
業
開
始
ま
で
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
第
12
号
議
案

「
医
師
協
カ
ー
ド
加
盟
店
開
拓
に
伴
う
総
合
包

括
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
に
つ
い
て
」は
、
ま
ず
事
務

局
よ
り
資
料
に
沿
っ
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
医
師
協
カ
ー
ド
を
前
面
に
出
す
の
で

は
な
く
会
員
の
福
利
厚
生
の
一
環
と
し
て
推
進

し
て
行
く
と
い
う
議
案
に
し
た
方
が
良
い
の
で

は
な
い
か
と
の
指
摘
と
、
提
携
し
よ
う
と
し
て

い
る
会
社
の
資
産
運
用
等
に
つ
い
て
の
確
認
な

ど
も
あ
り
、
審
議
の
結
果
ご
指
摘
の
趣
旨
に
沿

っ
た
議
案
名
に
す
る
こ
と
で
ご
承
認
い
た
だ
き

ま
し
た
。
第
13
号
議
案「
全
医
協
連
団
体
保
険

集
金
事
務
費
配
分
の
見
直
し
に
つ
い
て
」は
、事

務
局
か
ら
現
行
ル
ー
ル
の
矛
盾
点
と
見
直
し
案

の
提
案
理
由
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
審
議

の
結
果
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
第
14
号
議
案「
新

設
医
師
協
同
組
合
加
入
承
認
に
つ
い
て
」は
、私

よ
り
香
川
医
師
協
同
組
合
か
ら
そ
の
設
立
と
提

出
さ
れ
た
全
医
協
連
へ
の
加
入
申
込
書
に
つ
い

て
の
説
明
を
い
た
し
ま
し
た
。
前
日
の
常
務
会

に
お
い
て
十
分
に
議
論
を
行
い
、
加
入
に
つ
い

て
は
拒
否
す
る
正
当
な
理
由
は
な
い
が
、
既
存

の
高
松
市
医
協
と
重
な
る
地
区
が
あ
る
こ
と
か

ら
高
松
市
医
協
と
十
分
な
話
し
合
い
を
、
今
後

も
続
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
申
し
入
れ
た
上
で

承
認
し
て
は
い
か
が
か
と
の
結
論
に
至
っ
た
旨

報
告
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
区
が
重
な

る
こ
と
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
審
議
の
上
加

入
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
第
15
号
議
案「
職
員

就
業
規
則
一
部
改
訂
の
件
」は
、事
務
局
か
ら
現

在
の
振
替
休
日
の
規
定
を
見
直
し
、
振
替
休
日

を
取
得
し
や
す
く
す
る
環
境
を
作
る
た
め
の
提

案
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
4
月
に
開
催
さ
れ

ま
す
移
動
理
事
会
の
日
程
説
明
が
あ
り
、
沖
縄

ま
で
の
移
動
手
段
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、

各
理
事
に
確
認
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

こ
こ
ま
で
で
規
定
の
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
、

次
の
会
議
の
日
程
の
都
合
上
報
告
事
項
と
子
法

人
の
現
状
に
つ
い
て
の
説
明
は
割
愛
し
て
、
各

自
お
読
み
い
た
だ
き
確
認
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。

鮄
川
副
会
長
か
ら
理
事
会
終
了
の
挨
拶
が
あ

り
、
晴
れ
て
は
い
る
が
寒
く
冷
た
い
風
の
吹
く

中
皆
様
三
々
五
々
ご
帰
宅
に
な
り
ま
し
た
。

東
京
に
も
寒
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

冷
た
い
風
が
吹
き
前
日
の
新
年
会
の
余
韻
が
残

る
中
で
、
1
月
19
日
に
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年
11
月
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
理
事
の

先
生
方
に
と
っ
て
は
、
議
案
審
議
を
行
う
実
質

上
最
初
の
理
事
会
に
な
り
ま
す
。

小
林
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
事
務
局
か
ら

J
M
C
ニ
ュ
ー
ス
の
記
事
の
中
で
上
田
先
生
の

お
名
前
の
間
違
い
に
つ
き
お
詫
び
と
訂
正
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
も
、
協
議
事
項
か
ら
始
め
る
こ
と
と
し
、

第
9
号
議
案「
改
選
さ
れ
た
部
会
員
・
調
査
研

究
員
の
承
認
に
つ
い
て
」の
審
議
に
入
り
ま
し

た
。
私
か
ら
、
ま
だ
最
終
決
定
で
は
な
い
部
分

も
あ
る
旨
の
ご
説
明
を
し
た
上
で
、
審
議
の
結

果
リ
ス
ト
通
り
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
、

第
10
号
議
案「
休
診
共
済
会
の
役
員
任
期
満
了

に
伴
う
選
任
の
件
」の
審
議
に
入
り
、
私
か
ら

前
日
行
わ
れ
た
休
診
共
済
会
の
総
会
お
よ
び
理

事
会
に
お
い
て
新
た
な
理
事
と
監
事
が
選
任
さ

れ
た
旨
の
ご
説
明
を
し
た
後
、
審
議
の
結
果
全

員
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。第
11
号
議
案「
共

済
事
業
の
再
開
に
つ
い
て
」は
、
事
務
局
か
ら
認

可
取
得
に
至
る
ま
で
の
長
く
辛
か
っ
た
経
過
と

専
務
理
事　

岩い
わ

田た�

章あ
き

男お

理
事
会
だ
よ
り
第
二
十
三
回
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理事会・部会だより理事会・部会だより

理事会報告理事会報告
＊第3回：平成26年1月19日（日） 全医協連会館 23名

第 9 号議案： 改選された部会員・調査研究員の承認に
ついて
　全員の賛成により原案通り承認された。

第10号議案：休診共済会の役員任期満了に伴う選任の件
　全員の賛成により原案通り承認された。

第11号議案：共済事業の再開について（認可取得）
　平成25年12月12日付で、関東財務局
より「特定保険業者」の認可を経て、共
済事業が再開できる事になった経過説
明があった。

第12号議案： 医師協カード加盟店開拓に伴う【総合包
括サービス】の検討について
　全員の賛成により原案通りで承認された。

第13号議案： 全医協連団体保険集金事務費配分の見
直しについて
　全員の賛成により原案通りで承認された。

第14号議案：新設医師協同組合加入承認について
　全員の賛成により原案通りで承認された。

第15号議案：職員就業規則一部改訂の件
　全員の賛成により原案通りで承認された。

広報部会報告広報部会報告
＊第2回：平成26年1月19日（日） 全医協連会館 16名

1．副部会長選任の件
　南俊秀広報担当理事を副部会長に選任した。

2．初茜号（131号）の反省について
・校正をしっかりする。
・写真はかなり綺麗になってきたが、会議の写 

真は解像度が足りないものもあり、掲載順も 
考え写真を掲載する。

・「お国自慢」で、平和大橋の写真が小さいのが
残念だ。

・「パリの旅」は、説明と写真が一緒のページに 
はいり、読みやすくなった。

3．春潮号（132号）の発刊計画について
4．次回部会開催日時の件

購買部会報告購買部会報告
＊第2回：平成26年1月26日（日） 全医協連会館 20名

1．副部会長の選出について
　鈴木勝彦理事が副部会長に選任された。

2．平成26年 購買担当職員研修会について
　福祉部との合同研修会を開催する。

開催日程：平成26年6月7日（土）〜8日（日）
開催場所：東京スクエアガーデン

3．不動産情報提供事業　取組方針のご提案
継続的に検討することで　承認された。

4．全医協連　推奨商品の取扱について
5．商品、サービスの検討について
6．タイアップ事業の取組について
7．次回の会議予定

福祉部会報告福祉部会報告
＊第2回：平成26年2月2日（日） 全医協連会館 18名

1．生命保険販売促進キャンペーンの件
2．平成26年福祉担当職員研修会の件
3．そんぽ24損害保険　商品検討の件
4．次回福祉部会日程の件

調査企画部調査研究会報告調査企画部調査研究会報告
＊第2回：平成26年3月2日（日） 全医協連会館 14名

1．調査企画部の名称・役割変更について
2．平成26年事務局代表者研修会について
3．次回調査企画部調査研究会について

全医協連活動状況全医協連活動状況
◆平成26年
1 月 8 日（水） 賀詞交歓会
1 月18日（土） 常務会　新年会
1 月19日（日） 第3回理事会　第2回広報部会
1 月26日（日） 第2回購買部会
2 月 1 日（土） 福祉部保険懇話会
2 月 2 日（日） 第2回福祉部会
2 月19日（水） 常務会
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3 月 2 日（日） 第2回調査企画部調査研究会
3 月 5 日（水）  全医協連・日本医師会連絡会に小林

会長、岩田専務理事、安元常務理事、 
榮田常務理事、喜多原事務局長、 
塚越課長、関課長代理出席

3 月 8 日（土）  第30回関越協議会に小林会長、塚越
課長、関課長代理出席

（ロイヤルパークホテル）
九医協連購買・保険部会並びに職員研
修会に喜多原事務局長、森本次長、
萩原職員出席（長崎：サンプリエール）

3 月14日（金） 共済事業に関する説明会
（TKP新橋ビジネスセンター）

今後の予定今後の予定
◆平成26年
4 月 5 日（土） 常務会、中間監査
4 月 6 日（日） 第3回広報部会
4 月12日（土）・13日（日）

 第4回理事会（移動理事会）
5 月21日（水） 常務会
6 月 7 日（土）・8 日（日）

 福祉購買合同職員研修会
 （東京スクエアガーデン）
6 月28日（土） 常務会
6 月29日（日） 第4回広報部会
7 月16日（水） 常務会
8 月 3 日（日） 第5回理事会
9 月17日（水） 常務会

10月 4 日（土） 常務会　期末監査
10月 5 日（日） 第1回理事会　第1回広報部会
10月15日（水） 常務会
11月 1 日（土） 第42回通常総会・懇親会（神戸）



JMC ギャラリー 《作品をお寄せください。写真、絵画・スケッチ、イラスト、書などジャンルを問わず歓迎します。（事務局）》

西村  篤乃
（宮崎市）

フローランテ宮崎
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古岡  邦人
（東京都）

マカオの聖ヨセフ修道院
フランシスコ=ザビエルの遺骨が安置されています。

ベネチアンホテル（マカオ）の内部
豪華絢爛、これ程巨大なホテルを未だ見たことがありません。

マカオタワーからバンジージャンプ！！

グランド・リスボア・ホテル（マカオ）
ロビーには世界最大のダイアモンド

「スタンレー・ホー（博士）の星」が常設されている。

「マカオの思い出」
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大
雪
の
冬
も
終
わ
り
、
街
の
そ
こ
か
し
こ
に
春
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
こ
の
春
潮
号
の
編
集
後
記
を
書
く
こ
と
が
、
私
の
広
報
部
部
会
員
と

し
て
の
最
初
の
仕
事
で
す
。
い
さ
さ
か
職
権
乱
用
で
す
が
、
今
回
は
こ
の

冬
の
最
も
印
象
的
な
光
景
に
つ
い
て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2
月
21
日
女
子
フ
ィ
ギ
ュ
ア
シ
ン
グ
ル
決
勝
。
そ
こ
に
は
国
民
の
期
待

を
一
身
に
背
負
い
な
が
ら
、
前
日
シ
ョ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ま
さ
か
の
ミ

ス
で
メ
ダ
ル
が
絶
望
的
に
な
っ
た
浅
田
真
央
が
い
ま
し
た
。

硬
い
表
情
で
挑
む
最
初
の
ト
リ
プ
ル
ア
ク
セ
ル
。
決
ま
っ
た
！
見
事
に

着
氷
！
ざ
わ
め
く
会
場
。
こ
こ
か
ら
ま
る
で
鬼
神
が
乗
り
移
っ
た
よ
う
に
、

ジ
ャ
ン
プ
を
鮮
や
か
に
決
め
続
け
る
彼
女
。
8
ト
リ
プ
ル
を
す
べ
て
成
功

さ
せ
る
圧
倒
的
な
ス
ケ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
し
た
。
滑
り
終
え
た
瞬
間
、
万
感

こ
み
あ
げ
て
天
を
仰
ぐ
浅
田
真
央
。「
こ
れ
が
浅
田
真
央
で
す
！
何
と
い

う
ス
ケ
ー
タ
ー
で
し
ょ
う
！
」叫
ぶ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
場
内
に
こ
だ
ま
す

る
拍
手
と
歓
声
。
彼
女
は
こ
の
逆
境
の
中
で
驚
異
の
自
己
ベ
ス
ト
を
た
た

き
出
し
た
の
で
し
た
。

浅
田
真
央
は
切
望
し
た
金
メ
ダ
ル
に
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
彼

女
は
敗
者
で
は
な
い
。
本
当
の
敗
者
と
は
、
失
敗
し
た
者
で
は
な
く
、
失

敗
し
た
後
ま
た
立
ち
上
が
ら
な
い
者
だ
と
い
い
ま
す
。
メ
ダ
ル
の
望
み
が

消
え
て
も
絶
望
の
淵
か
ら
立
ち
上
が
り
、
再
び
困
難
な
戦
い
に
果
敢
に
挑

ん
だ
浅
田
真
央
こ
そ
真
の
勝
者
で
し
た
。

時
が
流
れ
、
い
つ
か
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
メ
ダ
ル
の
記
録
と
し
て
語

ら
れ
る
時
、
そ
こ
に
は
彼
女
の
名
前
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
我
々
は
、

あ
の
時
リ
ン
ク
に
立
ち
尽
く
し
て
い
た
彼
女
の
姿
を
忘
れ
な
い
。
メ
ダ
ル

無
き
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
浅
田
真
央
の
姿
を
。�

（
広
報
部
部
会
員　

満
岡　

渉
）

●
編
集
後
記

●
編
集
後
記

全
医
協
連
・
日
本
医
師
会
の
連
絡
会
が
、
平
成
26
年
3
月
5
日（
水
）に
日
本
医
師

会
館
5
0
1
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
連
絡
会
は
相
互
の
親
密
化
・
情
報

交
換
を
目
的
に
、
平
成
23
年
よ
り
、
年
1
〜
2
回
の
ペ
ー
ス
で
相
互
開
催
を
し
て
お
り
、

今
回
は
日
本
医
師
会
幹
事
で
第
5
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

当
日
は
、
日
本
医
師
会
か
ら
、
今
村
聡
副
会
長
、
道
永
麻
里
常
任
理
事
、
事
務
局

5
名
、
全
医
協
連
か
ら
は
、
小
林
会
長
、
岩
田
専
務
理
事
、
安
元
常
務
理
事
、
榮
田

常
務
理
事
、
事
務
局
3
名
の
総
計
14
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

連
絡
会
は
日
医
・
道
永
常
任
理
事
の
進
行
で
始
ま
り
、
冒
頭
、
今
村
副
会
長
か
ら
は

「
日
本
医
師
会
館
へ
お
越
し
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
全
医
協
連
の

員
外
監
事
も
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
日
は
日
医
の
代
表
と
し
て
発
言
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
双
方
に
と
り
、
身
の
あ
る
会
議
と
な
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」と
歓
迎
の

ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
小
林
会
長
か
ら
、「
一
昨
年
の
連
絡
会
以
降
、
日
本
医
師
会
か
ら
は
医
協
未

設
置
県
へ
の
設
置
に
向
け
、
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

全
医
協
連
と
し
て
も
、
全
国
の
日
医
会
員
の
皆
様
が
、
協
同
組
合
の
事
業
が
活
用
で
き

る
よ
う
に
今
後
と
も
医
協
設
置
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
」と
ご
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
全
医
協
連
か
ら
は
、
医
協
新
設
状
況
、
共
済
事
業
再
開
、
新
規
事
業
で
あ

る
医
師
協
カ
ー
ド
事
業
・
オ
ン
ラ
イ
ン
書
店
事
業
の
状
況
を
ご
報
告
す
る
と
と
も
に
、

会
員
向
け
福
利
厚
生
制
度「
ラ
フ
ォ
ー
レ
倶
楽
部
」入
会
に
つ
い
て
ご
説
明
致
し
ま
し
た
。

日
本
医
師
会
か
ら
は
、
今
村
副
会
長
が
医
師
資
格
を
証
明
す
る
機
関
と
し
て
の
日

医
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
の
ご
説
明
を
さ
れ
、
事
務
局
か
ら
は
、
会
員
提
携
ホ
テ

ル・パッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
割
引
に
つ
い
て
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
双
方
の
福

利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
意
見
交
換
を
行
い
、
更
な
る
親
密
化
を
進
め
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。
次
回
連
絡
会
は
、
本
年
秋
ご
ろ
を
目
途
に
、
全
医
協
連
幹
事
で
開

催
予
定
で
す
。�

（
全
医
協
連
事
務
局
長　

喜
多
原　

健
）

全
医
協
連
・日
本
医
師
会
連
絡
会



医師協同組合の
先生方へ

2013 年 4月1日、医師年金は、
従前の「無認可共済」から、保険業法に基づく
「認可特定保険業」に生まれ変わり、
より安全・安心な制度になりました。

１．医師年金は積立型の私的年金です。
現役世代が高齢者を支える公的年金とは異なります。

２．ご希望の年金額を受けるため保険料を自由に設定・変更できます。

３．通常６５歳からの年金の受取開始を７５歳まで延長できます。

４．年金受取は、終身年金、確定年金など４コースのなかから、
受取開始時に選択できます。

５．医療機関を法人化した場合でも加入を継続することができます。

６．事務手数料が少額なので、保険料が効果的に積み立てられます。

ご希望の受給額や保険料、生年月日を入力するだけで簡単
にシミュレーションができます。お試し下さい。

公益社団法人日本医師会 年金･税制課

医師協同組合の

医師協同組合B5正寸2013年.pdf   1   2013/09/03   9:39:50
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

医師協カードのご案内

医師協カード（提携先：三井住友ＶＩＳＡカード）は、組合員（ご家族）の皆様が約330の
ホテル、デパート、飲食店などで【割引、特典】が受けられる【医師協加盟店】の他、
三井住友ＶＩＳＡカードの全国約350万の店舗でもご利用出来ます。
【医師協加盟店】は、13の医師協同組合と全国医師協同組合
連合会のホームページにある【医師協ＣＡＲＤなび】で検索可
能です。是非、一度ご覧下さい。

下記の2医師協が医師協カードの取り組みを開始します。医師協カードの資料、申込書等を
送付させて頂きますので、対象の医師協に所属されている先生は、お問い合せ下さい。

宮城県医師協（TEL　022-722-8241）・沖縄県医師協（TEL　098-889-0081） 

「医師協カード」
全国展開プラン開始！

お問い合せ・お申込み先
大阪府医師協（TEL　06-6768-2053）・岡山医師協（TEL　086-273-9525）・岐阜県医師協（TEL　058-274-1116）・
京都府保事協（TEL　075-212-4193）・神戸医師協（TEL　078-241-8819）・滋賀県医師協（TEL　077-516-8660）・
静岡県医師協（TEL　054-246-0001）・徳島医師協（TEL　088-624-6411）・奈良県医師協（TEL　0742-34-7991）・
広島県医師協（TEL　082-294-1800）・福井県医師協（TEL　0776-24-0367）・福岡医師協（TEL　092-852-1540）・
和歌山県医師協（TEL　073-422-2678）に所属される先生で、まだ医師協カードをお持ちでない場合、対象
の医師協にお問い合せの上で、お申込みをお願いします。

全国医師協同組合連合会では、会員組合
（以下、参照下さい）が取り組まれている
本カード事業に取組んでいます。 
今後は、様々な割引・特典が受けられる
ホテル・デパート・飲食店などが
全国に拡大される予定です。
どうぞご期待ください！

※新規ご入会キャンペーン実施中！（2014年6月末までにお申込みの場合、本会員1名様につきVJAギフト券　　　　　　　　プレゼント）

速 報速 報

ゴールド 2,000円
一般      1,000円
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

「医師協カード」新規加盟店のご案内!!
【優雅なひととき、安らぎの空間をお楽しみ下さい】

【ホテル グランパシフィック LE DAIBA】

海と空に包まれたシティリゾートホテル
都心から一番近いシティリゾート
「お台場」で極上の休日を。
ゆりかもめ線台場駅に直結しており、
レジャーだけでなくビジネスにも
便利なホテル。
客室の位置により
東京ベイエリアのさまざまな表情を
見渡せる眺望も魅力です。
医師協カードのご利用で、以下の各特典が付き
大変お得です。
但し、他の割引・サービスとの併用は出来ませんので、
予めご了承をお願いします。

【各宿泊プランを特別料金でご提供します（料金は、日毎に変更されます）】
☆ ご予約は、以下の各URLサイトからのみ受付となりますので、予めご了承を 

お願いします。
・一般フロア　素泊り ： http://directin.jp/?y=A1LMJ2
・一般フロア　朝食付 ： http://directin.jp/?y=A1LMK2
・特別階　クラブプレジデントフロア ： http://directin.jp/?y=A1LMH2
・スイートルーム ： http://directin.jp/?y=A1LMI2

【飲食利用料金の10％OFF】
☆対象の施設は、以下の通りです。
・ダイニング＆バー「スターロード」（30F）
・鉄板焼「浜木綿」（30F）
・日本料理「大志満」・すし「勘六」（3F）
・広東料理 台場「楼蘭」（2F）
・ロビーカフェ「ル・ブーケ」（2F）
・メインバー「ルイ ロペス」（2F）、
・カフェレストラン「エルベット」（1F）

TEL 03-5500-6711
住所：東京都港区台場2-6-1

アクセス：新交通ゆりかもめ「台場駅」直結、羽田空港より京急リムジンバスにて約20分
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

加盟店のご案内!!
【優雅なひととき、安らぎの空間をお楽しみ下さい】
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

「医師協カード」新規
【様々なロケーションのホテルにて、皆様のご利用をお待ちしています。】
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

加盟店のご案内!!
【美味しいお料理で皆様をお迎えします。是非、ご賞味下さい !】

別途10％のサービス料を頂戴いたします。

【京都つゆしゃぶCHIRIRI京橋店】

「日本料理ひょうたんや」から生まれた五段仕込みのつゆと、
銘柄豚肉で味わう「つゆしゃぶ」が自慢です。

医師協カードのご利用で
【ワンドリンクサービス

（ディナーのみ）】
※ 他の割引・サービスとの併用

は不可

※�画像は、�
料理のイメージです。

営業時間
ランチ　 11:30〜14:00
ディナー　17:00〜22:00（LO 21：00）
定休日：不定休、年末年始

TEL 03-5250-1551
住所： 東京都中央区京橋2-7-19 

京橋イーストビルB1
アクセス：

地下鉄銀座線「京橋駅」徒歩1分
都営浅草線「宝町駅」徒歩3分
JR「東京駅」八重洲口 徒歩7分

東京駅八重洲口近で、隣は銀座1丁目、アクセスの便が非常によく、
最大100名様をゆったりと収容、個室御希望は2名〜60名様収容。
まるでホテルのような、高級感ある雰囲気の個室でのお食事を、
お気軽にご利用して下さい。
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

「医師協カード」新規
【全国に店舗がありますので、是非ご利用下さい。】

世界各国から厳選されたソファやベッド、ダイニングセットなどが、
医師協カードのご利用で《2％還元》となります。
店舗は、大阪、東京をはじめとして、全国に15店舗ありますので、
是非、お近くのショールームにお立ち寄り下さい。

豊かな暮らしを叶えるインテリアとの出会い
お使いになるお客様の想いをかたちにし、毎日をより豊かに過ごしていただくために、

IDC大塚家具は、幅広いラインナップを揃えています。

【ＩＤＣ大塚家具】

●南港ショールーム（大阪）

TEL 06-6612-4321
〈アクセス〉
市営地下鉄中央線で
　「コスモスクエア駅」乗換
ニュートラムで約90秒
　「トレードセンター駅前」より直結

TEL 078-360-4321
〈アクセス〉
JR「神戸駅」南口を出てすぐ

TEL 03-5530-5555
〈アクセス〉
ゆりかもめ「国際展示場正門駅」直結

●神戸ショールーム（兵庫）

●有明本社ショールーム（東京）

主な店舗



ラフォーレ倶楽部
伊東温泉 湯の庭

ラフォーレ倶楽部
箱根強羅 湯の棲

0224-34-1489

0287-76-3489

0558-74-5489 0557-32-5489

0460-86-1489

0267-44-4489

0555-65-8489

0261-75-5489

077-584-3489

0739-82-1489

LAFORET

この度、全国医師協同組合連合会（以下、「全医協連」）と各医師協同組合
では、先生とご家族の皆様が共通でご利用できる福利厚生サービス【ラフォー
レ倶楽部】をご紹介させて頂く事となりました。
【ラフォーレ倶楽部】は、日本全国にホテルやゴルフ場などの各施設を保有、展
開する会員制クラブであり、先生とご家族の皆様はこれら施設を会員価格で
ご利用頂けます。プライベートに、お仕事に、是非とも【ラフォーレ倶楽部】をご
利用いただきますよう宜しくお願い申し上げます。
尚、ご利用の際は、各施設へ直接【WEB】または【電話】で予約をお願いします。

福利厚生サービス

【ラフォーレ倶楽部】のご紹介！！

以下の直営施設以外にも、全国約80の提携施設、生活サポート・スポー
ツカルチャー等約50アイテムの提携サービスが特別料金でご利用頂け
ます。詳細は以下のURLを参照して下さい。
http://plus.laforet.co.jp/benefit/hotel/index.html



【ラフォーレ倶楽部】  直営施設等のご予約ご利用方法はこちらです。

各ホテル・ゴルフ場へ電話1

0287-76-3489
ラフォーレ那須

各ホテル・ゴルフ場の担当者と相談しながらご予約いただけます。電話

リゾートホテル

0224-34-1489

ラフォーレ蔵王

0460-86-1489
箱根強羅 湯の棲
ラフォーレ倶楽部

0557-32-5489
伊東温泉 湯の庭
ラフォーレ倶楽部

0558-74-5489
ラフォーレ修善寺
総合リゾートホテル

0555-65-8489
ラフォーレ山中湖
リゾートホテル

0267-44-4489
ホテル中軽井沢
ラフォーレ倶楽部

077-584-3489
ラフォーレ琵琶湖
総合リゾートホテル

0261-75-5489
ホテル白馬八方
ラフォーレ倶楽部

0739-82-1489
ラフォーレ南紀白浜
リゾートホテル

03-5488-3939
東京マリオットホテル
優待施設 優待施設

06-6350-4441
ホテルラフォーレ新大阪

0558-74-5489 0479-86-6400
ラフォーレ＆松尾ゴルフ倶楽部
優待ゴルフ場

リゾート＆スパ

ラフォーレ修善寺＆
カントリークラブ

ご予約成立2
「予約No.」と「キャンセル料発生日」をお控えください。 先生が所属の各医師協同組合が発行する「組合員証・仮組合員証・カード等」をフロントに

ご持参して下さい。尚、ご不明な点は各医師協または全医協連（03-3562-4333）までお問
い合せ下さい。

ご利用当日3

ご利用当日4
先生が所属の各医師協同組合が発行する「組合員
証・仮組合員証・カード等」をフロントにご持参して下
さい。尚、ご不明な点は各医師協または全医協連
（03-3562-4333）までお問い合せ下さい。

❶ラフォーレプラスの「インター
ネット予約利用者新規登録」をク
リック

❷［法人会員No.20376］［法人
パスワード20376cc］を入力し、
［次の画面へ］をクリック
尚、No.とパスワードの管理は、
充分ご注意下さい。

❸必要事項を入力し、「登録をす
る」をクリック。入力したメールアド
レスに「登録完了通知」が届いた
ら、登録完了となります。
尚、所属欄には「所属の医師協
同組合名」をご記入下さい。

「予約はこちら」より、ご希望のホテル・ご利用日など
を選択して宿泊プランを検索し、ご予約ください。
※「おすすめホテルプラン」からもご予約いただけます。

ラフォーレプラスにアクセス1

ご予約3

ご利用者登録2
http://plus.laforet.co.jp ラフォーレプラス 検索

空室状況を見ながら簡単にご予約いただけます。ＷＥＢ

（一部施設のプラン、料金など、次ページを参照下さい。）

［法人会員名　全医協連］と［所属の医師協同組合名］、お名前、電話番号、ご利用日・ご利用人数などをお伝えください。

初めてインターネット予約をされる際に、利用者登録が必要となります。

※予約受付開始日は〔ご利用月の4ヶ月前の1日から可能〕

ラフォーレ倶楽部　2014年度トップシーズン予約方法のご案内（年末年始は別途ご案内の予定）
※通常の予約方法とは異なりますので、ご注意をお願いします。

対象期間 ＜宿　泊＞ 2014年7月19日（土）〜8月31日（日）泊
＜ゴルフ＞ 2014年7月19日（土）〜8月31日（日）プレイ

受付方法 箱根強羅・中軽井沢・南紀白浜
【エントリー受付】 ＜利用対象期間＞ 2014年8月9日（土）〜8月16日（土）泊
 ＜受付期間＞ 2014年4月1日（火）10:00〜4月11日（金）13:00
 ＜申込方法＞ 専用ホームページより申込（　　　　　　）　※電話での受付は行いません。
 ＜回答方法＞
 ・エントリー締切後、抽選のうえ、ご予約の可否を4月30日（水）までに回答
 ・エントリー抽選後、空きがある場合は、5月1日（木）9:00より通常方法にて二次受付
蔵王・那須・伊東・修善寺・山中湖・白馬八方・琵琶湖および上記施設のエントリー受付対象以外の期間

【通常受付】 宿泊・ゴルフともに通常方法にて受付いたします。
 ・7月利用分は2014年3月3日（月）9:00より通常方法にて受付
 ・8月利用分は2014年4月1日（火）9:00より通常方法にて受付

各設定日 ＜キャンセル料 発生日＞
・2014年8月9日（土）〜8月16日（土）利用のご予約については、ご利用日の2週間前の同曜日17:00より
・上記以外のご予約については、ご利用日の前週同曜日17:00より
※ただし、発生日が土曜、休日の場合は前平日の17:00より

ラフォーレプラス 検索



リゾートホテル  ラフォーレ南紀白浜
アドベンチャーワールド入園券付プラン

パンダファミリーで人気のアドベンチャーワールド。昨年11月に生まれたホ
ッキョクグマの赤ちゃんの成長ぶりにもご注目ください！

★2食付のプランもございます。 ※中学・高校生は9,400～12,700円となります。 ※アドベンチャー
ワールドには休園日がございます。

10,200～13,500円大 人

7,700～10,850円お子様

1泊朝食＋アドベンチャーワールド
入園券付／スタンダードルーム泊

料 金

～2015/3/31泊期 間

さらさらの白砂と真っ青な海のコントラストが美しい白良
浜。5月3日、本州でいち早く海水浴場開きを迎えます。
ホテルより徒歩約3分

レストラン／温泉／屋外プール（夏季のみ）／ベビールーム（授乳室）／キッズコーナー施設概要

0739-82-1489
和歌山県西牟婁郡白浜町2428 2014年度料金

ご宿泊 会員 4,750円～（一般 7,200円～）
1泊朝食付 会員 6,810円～（一般 9,260円～）

和
なごみ

くつろぎを追求した新スタイル誕生
「箱根強羅 湯の棲」「伊東温泉 湯の庭」「ラフォーレ修善寺 山紫水明」が、ワンランク上の上質
をテーマとした新スタイル『和‐なごみ‐』として生まれ変わります。思わず籠りたくなるような
癒しの湯に洗練された空間、そして心に残るおもてなしで、心和むひとときをお約束いたします。

和モダンの洗練されたデザインが映える、くつろぎの湯宿。明星ヶ岳を
望む温泉露天風呂付の客室で、優雅なひとときをお愉しみください。

箱根強羅 湯の棲

4月18日（金）～5月31日（土）

オープニング記念プラン

1泊2食付   スタンダードルーム泊　大人 16,600～22,600円
プレミアルーム（露天風呂付）泊　大人 19,000～27,900円

リニューアルオープンの感謝を込めて、特製の湯上がりグッズをプ
レゼント。大涌谷温泉を源泉とする「湯の棲」自慢の温泉をご堪能
ください。

期  間

料  金

特製湯上がりグッズ特  典

（旧リゾートホテル ラフォーレ強羅）ラフォーレ倶楽部
2014年4月18日誕生

雄麗な富士山を一望する、まるで別荘のような温泉露天風呂付の湯
宿。木の温もりと趣あふれる空間で、時の流れを忘れてゆっくりお
過ごしください。

［ご宿泊料金］

1泊朝食付  大人 9,210円～
　　　　　お子様 8,180円～

1泊2食付　大人 13,960円～
　　　　　お子様 10,560円～

山紫水明ラフォーレ修善寺

ぬくもりあふれる湯づくしの宿。落ち着いた和モダンの空間と由
緒ある温泉、地元の海の幸を使ったお料理をご堪能ください。

［ご宿泊料金］

1泊朝食付  大人 6,210円～
　　　　　お子様 5,180円～

1泊2食付　大人 10,960円～
　　　　　お子様 7,560円～

伊東温泉 湯の庭ラフォーレ倶楽部

※掲載の料金は定員利用時1名様あたりの料金で、消費税・サービス料込の総額表示です。  ※入湯税を別途申し受けます。  ※お子様料金は小学生以下の方が対象です。  ※写真はイメージです。

和歌山県　白浜町

〔直営施設の一例〕



今年で創業120周年を迎える、軽井沢の老舗ホテル。各界の著名人が数
多く訪れた気品ある空間には、上質な時間が流れています。「カフェテラス」で
はジョン・レノンがこよなく愛したロイヤルミルクティーをぜひ。

※ご予約は2/21より承ります。

万平ホテル

ホテルラフォーレ新大阪

長野県　軽井沢町

大阪府　大阪市

コートヤード・バイ・マリオット 東京ステーション東京都　中央区

～5月31日泊 ※4/26～5/6泊を除く。期　間

1泊朝食付（1室2名様利用時）
1名様 13,100円～

料　金

万平ホテル内「カフェテラス」でのワンドリンクサービス特典

ラフォーレ予約ダイヤル 03-6409-2800
（音声案内にて□７をお選びください）

ご予約

創業120周年記念特別プラン
ラフォーレ倶楽部法人会員様限定

グランルーフや東京スクエアガーデンなどのオープンで注目が集
まる東京駅・東側エリアに、この春「コートヤード・バイ・マリオット 
東京ステーション」がグランドオープン。東京の玄関口である東京
駅まで徒歩4分、銀座にも徒歩圏内という都心でも有数の好立地
です。

変貌を遂げる東京駅・東側エリアに
今春、「マリオット」ブランドのホテルが誕生

2014年4月2日 グランドオープン

ラフォーレ倶楽部法人会員様は
特別料金でご利用いただけます

4月2日～2015年3月31日泊期　間

コートヤード・バイ・マリオット 東京ステーション
宿泊予約係 03-5488-3923

ご予約

料　金 1泊朝食付／クリエイターズ クイーン泊（1室2名様利用時）
1名様  11,500～20,000円

※1名様あたりのルームチャージとそれに関わるサービス料の合計が10,000円以上の場合、
宿泊税を別途申し受けます。 ※宿泊状況によりご利用いただけない場合がございます。予め
ご了承ください。

「ホテルラフォーレ新大阪」は「コートヤード・バイ・マリオット 新大阪ステー
ション」として生まれ変わります。どうぞご期待ください。（2014年開業予定）

◆2014年度ルームチャージ（1室2名様利用時）

ラフォーレ倶楽部会員 13,050円～

大阪府大阪市淀川区宮原1-2-70

06-6350-4441
新大阪駅より徒歩約1分

デラックスダブル

～5/31泊  ※4/29～5/5泊を除く。期 間

1泊（食事なし）＋空中庭園展望台入場券付／
スタンダードツイン泊（1室2名様利用時）
ラフォーレ倶楽部会員 1名様 6,850～7,025円

料 金

「梅田スカイビル」最上階、地上173mに位置
する展望台。夜には輝く星 と々時間とともに
変わりゆく夜景が、天空の世界へと誘います。

空中庭園展望台入場券付プラン

★朝食付のプランもございます。

2014年度ゴルフプレイ料金 1ラウンド・セルフプレイ／1名様

雄大な富士山を望むリゾートゴルフ場

ラフォーレ修善寺＆カントリークラブ

平日

6,150円

日曜、4/29、5/6、7/21

10,250円 12,300円

土曜、5/4・5、7/20

2014年度ゴルフプレイ料金 1ラウンド・キャディ付／1名様

東京から車で1時間のハイグレードなゴルフ場

優待ゴルフ場ラフォーレ＆松尾ゴルフ倶楽部

平日

12,672円 19,044円
土曜・日曜・祝日

4/1～6/30 7/1～31

平日 土曜・日曜・祝日

11,700円 16,992円
※キャディ付・2バッグなど詳細はお問合せください。 ※掲載の料金は、消費税込の総額表示です。

18ホール／パー72／6,201ヤードコース

0558-74-5489T E L

静岡県伊豆市大平1529住  所

東名高速・沼津ICより約30km。
伊豆箱根鉄道・修善寺駅下車より
送迎バス約25分。

交  通

※2バッグ・3バッグなど詳細はお問合せください。 ※掲載の料金は、消費税込の総額表示です。

18ホール／パー72／6,561ヤードコース

0479-86-6400T E L

千葉県山武市松尾町八田1563住  所

千葉東金道路・松尾横芝ICより
約0.8km。JR総武線・成東駅より
送迎バス約20分（平日要予約）。

交  通

☆本サービスに関するお問い合せ先　03-6409-2800 又は 06-6396-5489（平日9：00～17：30/年末年始休み）

〔優待施設の一例〕




